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写真 1 木原二本松遺跡第 1号溝全景 (南東より)
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写真 2 木原二本松遺跡調査区東壁 (部分)
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写真 4 村絵図に見る木原城址 (江戸末)
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写真 5 木原城址Ⅱ区南壁
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写真 6 木原城址 I区北壁 (部分)



恥

写真 7 木原城址出土遺物 (表 )

写真 8 木原城址出上遺物 (裏 )



序

霞ヶ浦南岸という気候温暖な立地にある美浦村には、谷津

田に代表される里山をはじめ、人々が営々と築いてきた豊か

な景観が今なお残されています。この景観には、人々が自然

に働きかけると同時に、そこから謙虚に学び、育んできた歴

史も刻まれています。遺跡として大地に残された祖先の痕跡

は、いわばその過程を知る重要な手がかりが記憶されている

場所であり、今日に至るまでの正に足跡と言うことができる

でしょう。

記憶を呼び起こす手段の一つとして発掘調査があります。

今回木原地区において茨城県のほ場整備事業を実施するた

め事前にその手段を講ずることとなりました。現代の景観を

築くためには過去の景観を知ることも大切です。この調査

により「木原二本松遺跡」では縄文時代、干潟が広がり、川

が流れていたこと、古代には水路を掘り、米作りをしていた

可能性があること、また中世の「木原城址」では沼地を埋め

立てて城郭の一部として利用していることなどが明らかと

なり、今とは異なる景観があつたことを知ることができまし

た。景観をより鮮明なものにするためには、これからもひと

つひとつ丹念な資料の蓄積が必要です。二十一世紀を担う子

供達のためにもこうした身近にある祖先の景観に触れる機

会を設け、自分達の記憶として活用されることを願つて止み

ません。

最後になりましたが、本発掘調査において終始懇切なご指

導、ご協力を頂いた茨城県教育庁文化課、茨城県江戸崎土地

改良事務所、村経済課の諸氏をはじめ、ひたむきに調査に従

事していただいた地元の皆さんにお礼申し上げて、報告書刊

行の辞に代えさせていただきます。

平成 17年 2月 28日

美浦村教育委員会
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I.調 査の経過と概要

調査に至る経緯

平成 14年 5月 、美浦村役場経済課より美浦村木原地

区で計画されている県営ほ場整備事業の事業計画報告書

が美浦村教育委員会へ提出され、同事業計画地内に所在

する周知の埋蔵文化財 (以下 「遺跡」とする)の取り扱

いについて指導の要請があった。またその後、事業主体

者である茨城県 (江戸崎土地改良事務所)よ り「埋蔵文

化財の所在の有無及びその取り扱いについて」が照会さ

れた。

これを受け教育委員会では、事業地内に所在する周知

の遺跡 3箇所 (木原二本松遺跡。大舟戸遺跡・木原城址)

について試掘調査を実施した (平成 14年 11月 19日 ～

21日 )。 その結果、木原二本松遺跡より竪穴状遺構・須

恵器片、木原城址より中世遺物が検出され、遺跡として

認められる状況が確認されたため、江戸崎土地改良事務

所へ、事業に際しては遺跡の保存について協議が必要な

旨回答を行った。

その後、教育委員会と江戸崎土地改良事務所の間で遺

跡の保存について協議を重ねた。木原二本松遺跡につい

ては、現況は畑であるが水田化の基盤整備のため切土と

なること、また木原城址については、現況畑のまま残る

が、傾斜補正のため一部最大厚 80cm程 の切土を施す計

画であった。特に木原城址に関しては、畑として残る

ということで現状保存の可能性も検討したが、工事に要

する土量確保の問題や地権者の要望もあり、遺跡の現状

保存は難しいという結論となり、遺跡保存に関しては発

掘調査による記録保存で対応するという方向性が示され

た。また調査の時期であるが、事業着手は平成 16年度

秋以降の見込みであったが、それまでの期間中、調査対

象地の畑は耕作が続けられているため、地権者の了解を

得た上で、農作物の収穫がほぽ終了する平成 15年度の

秋以降に発掘調査を行うことが確認された。

平成 15年 9月 、江戸崎土地改良事務所は文化財保護

法第 57条の 3第 1項に基づく「埋蔵文化財発掘の通知

について」を県教育委員会へ発送し、同年 10月 、県教

育委員会より「周知の埋蔵文化財包蔵地における土木工

事について (通知)」 が送付され、工事着手前の記録保

存発掘調査が指導された。同月、村では茨城県と「県営

ほ場整備事業 (木原地区)に伴う埋蔵文化財発掘調査に

関する覚書」および「埋蔵文化財に関する協定書」を取

り交わした。なお、平成 15年度中に報告書刊行までの

発掘調査すべてを終了させることは困難であることが見

込まれたので、平成 15年度は現地発掘調査までとし、

平成 16年度に整理作業及び報告書作成を行うこととし

た。

平成 15年 11月 20日 、木原二本松遺跡より発掘調査

を開始した。

調 査 の 方法

木原二本松遺跡 調査対象地の車刈後、試掘調査で確認

していた耕作土をバックホーにより除去した◇その後、

ほぼ長方形の調査地の区画に合わせて 4mグ リッドを

設定し、これを調査の基準とした。さらに、遺物包含層

が想定されていたので、 4mグ リッド内を 2mの小グ

リットに細分し、包含層の遺物取り上げは層位毎に、基

本的にこの小グリット単位とした。

遺構の確認に当たっては、包含層下の土層上面が確認

に有意と想定されたので、包含層の調査を先行し、その

後遺構の形態確認を行っている。

遺構の調査は、先ずサブトレンチにより覆上の堆積や

掘り方の状況を捉え、土層観察用の畦を残しながら、そ

こで観察された土層ごとに発掘を進める方法を採った。

遺構内から検出された遺物については、基本的に出土位

置と標高、層位、出土状況等を図面、写真に記録している。

簿発議 す柱■魯 Iヽ 下

写真 9 試掘調査風景 (木原城址)
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なお、調査地は地下水位の高い低地のため、調査区周

囲に水抜きを兼ねた土層観察用のトレンチを設定してい

る。狭い調査範囲ではあるが地点により層相が異なり、

常にこのトレンチの土層を観察しながら調査を進めてい

る。

木原城址 調査対象地は、それぞれの地権者により調査

終了後耕作が予定されており、また耕作土を元のとおり

に戻して欲しいという強い要望があったため、地籍毎に

調査区を設定している◇

試掘調査で確認していた耕作土をバックホーで除去

し、その後地籍の区画を基準として任意に4mグ リッ

トを設定し、これを調査の基準とした。さらに、遺物包

含層が想定されていたので、 4mグ リッド内を 2mの

小グリットに細分し、包含層の遺物取り上げは層位毎に、

基本的にこの小グリット単位とした。

本遺跡は、試掘調査では捉えられなかったが、バック

ホーによる作業中、面的に広がる硬化面が検出され、人

為的に埋積されている土層により構成されている可能性

が考えられた。調査は基本的に、耕作土下に認められた

この人工的な硬化面の広がりを捉えることを主眼として

進められた。このため、先行して各調査区の周囲に土層

観察用のトレンチを設定し土層の把握に努めた。

調査の経過と概要

木原二本松遺跡 (調査経過)ほ ぽ 3 0cm厚で行われた

バックホーによる耕作土 (I層 )の除去後、現れたのは

予想していた黒褐色の包含層 (Ⅱ 層)の他に、橙褐色、

暗灰色の土層が混在する斑状の層面であつた。11月 21

日、先ずこの面を砂地のため削り過ぎないように注意し

て精査を行い、土層分布状況を写真撮影し、グリッド杭

を基準に簡易な平面図を作成した (第 6図 )。 この段階

では、橙褐色の土層は試掘調査で確認されたⅡ層下の土

層 (Ⅲ層)と判断され、また暗灰色の土層は I層が残存

している範囲として理解している。こうした斑状の層相

を示すのは、各土層が一様な水平堆積をしているのでは

なく、堆積葉境や地形等に由来する特異な堆積状況を暗

示しているものと考えられた。また、Ⅲ層の色調は酸化

鉄によるものと観察されたが、特に A4・ 5区、B4区

に鉄錆色の硬化したブロック土が集中しており、製鉄関

係の遺構の可能性も考えられたのでサブトレンチを設定

し確認を行った。なお、このトレンチは試掘調査 (TP,4)

で確認された竪穴状遺構の確認も兼ねている。

雨天等による中断を挟み、11月 26日 より小グリット

単位にジョレンによるⅡ層の掘り下げ、Ⅲ層上面の検出

調査を開始する。また、調査区周囲に水抜きを兼ねて、

土層観察用のトレンチを設定し、基本土層の把握と、堆

積構造の理解に努め、順次写真、図面等の記録化を図る

(写真は 35mmモノクロ、リバーサル、一部 6× 7判使用。

図面は土層断面図 1イ 20、 遺構平面図 1120、 1'40、 遺構

断面図 1120、 遺跡全林図 1イ 100で 作成。平面図は平板

使用)。 Ⅲ層上面よりⅡ層土を覆土としたピット群が検

出されはじめる。なお、遺構確認のため設定したサブト

レンチによる調査の結果、製鉄等の遺構ではなく、やは

り酸化鉄が集積している範囲であることが判明。また、

竪穴状遺構と想定していた遺構は、溝状のものである可

能性が出できた (11月 27日 )。

11月 28日 ～ 12月 3日 、サブトレンチでの所見を基に、

竪穴状遺構の形態の把握を進めた結果、Ⅱ層中より次第

に輪郭が鮮明となり、NW SE方向に走条する溝条遺構 (第

1号溝=lM)で あることが判明。さらにこの形態は調

査開始初日に確認した I層土の範囲と一致することが理

解された。このことによりlMはⅢ層上面ではなく、Ⅱ

層を含めた上位より掘り込まれていることが想定される。

これまでの所見により、Ⅱ層中からは古墳時代以降の遺

物が、Ⅲ層上面より縄文時代の遺物が検出されている。

12月 4日、Ⅲ層上面検出作業及び調査区全域の精査

を行い、Ⅱ層土を覆土とする遺構群を把握する。またこ

の時、 lMと 交差する形で第 4号溝 (4M)の プラン

-2-
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も把握する。

調査区全域をレベリング後、12月 5日 より遺構の調

査を行う。土層断面の精査の結果、やはりlMは Ⅱ層中

より掘り込まれている様子が観察される。黒色系砂質土

であるⅡ層土を覆土とする遺構群が掘り込まれている黄

色系砂層のⅢ層は、酸化鉄による変色が著しく硬質な部

分と (Ⅲ c層)と乾燥すると脆く崩れやすい部分 (Ⅲ a・

b層)に分層され、特にⅢ c層 を浸食するような形でⅢ a・

b層は堆積しているように観察された。またⅢ層からは

縄文時代の遺物が検出されているので、当該期の堆積物

であることが予想されたので、12月 16日 より縄文調査

区を 2箇所設定する (縄文調査区A・ B)。 縄文調査区

BはⅢ b層の範囲と一致する4Mの確認を兼ねている。

予想通りⅢ層からはほぽ純粋に縄文時代の遺物 (前期 。

後期土器中心)が検出されている。

12月 15日 ～25日 、lMの掘り方がほぼ明らかとなる。

遺物は覆土中から奈良・平安時代に比定される須恵器・

土師器が主に検出されている。 lMと 併走する形で検

出された 2Mと共に、その出土位置を記録化 (18日 迄)。

その他の遺構の記録化◇

12月 26日 、Ⅲ層下の土層を確認するため、調査区南

西隅 (Al区 )に深掘実施。シル ト層 (Ⅳ層)が検出され、

分析用にサンプルを採取する。本日で現地での調査をほ

ぽ終了する。掘削深度は、全体がⅢ層上面まで。湧水に

よる制限があったが、縄文調査区AがⅢ c層まで、縄文

調査区BがⅢ b層下部までである。

平成 16年 1月 13日 、プレハブ及び駐車場として利

用していた部分の追加調査を行う。ピット2基検出、記

録化。

1月 15日 ～ 16日 、調査区埋め戻し作業。

(調査概要)今回検出された遺構は、縄文時代に比定さ

れる自然流路跡 (4M)1条 、古墳時代から奈良・平安

時代に比定される溝跡 4条、土坑 3基、ピット10基で

ある。遺物は遺構内外から合計 867点 (縄文土器 226点、

弥生土器 4点、古墳土師器 20点、土師器 247点、須恵

器 164点、不明土師器 67点、不明須恵器 15点、石鏃 3点、

土錘 11点、中近世その他 110点 )検出されている。土

器類に関してはすべて破片で、特に小破片が多い。また、

中心となる奈良・平安時代の遺物で、土師器について器

種別にみてみると、圧倒的に甕類が主体で、郭類はほと

んど認められない。イに関しては須恵器が主体となる。

木原城址 (調査経過)木 原二本松遺跡よリプレハブ等

器材の移設後、平成 16年 1月 16日 より 18日 までバッ

クホーにより表土剥ぎ実施。試掘調査で確認されていた

耕作土厚 40cmを基準に除去。開始早々粘土、ロームブ

ロックが斑状に見える面が現れ、ジョレンで確認すると

非常に硬い面であることが判明。城址という本遺跡の性

格やこれまでの調査の経験から考えて人為的な盛土層で

ある可能性が容易に判断できたので、表土をあまり残さ

ない程度に予定よりやや薄く表土剥ざを行う。

1月 22日 より調査開始。最初にⅡ区とした調査区よ

り着手。全域精査後、南壁際に土層観察用 トレンチ掘削、

セクション精査を開始する。A5～ 7区の硬化面上より

柱列と思われるピット4基検出。

1月 23日 から I・ Ⅲ区にも壁際に土層観察用 トレン

チの設定を開始し、以後土層堆積の検討を続ける。 I区

東壁 トレンチ内地表下約 1.3mの深さから湿地の状況を

示す土層が検出され、調査地全体がかつて湿地帯で、そ

こを盛土・整地していることが想定された。

1月 26日 、Ⅲ区東壁 トレンチでも有機物 (材片等 )

を多量に含む湿地層が検出され、湿地がかつて調査地全

体に広がっていたことが確実となってきた。各トレンチ

セクション精査の結果、湿地層上の盛土・整地層の状況

が次第に明らかとなる。今後、盛土・整地層上面の広が

りを捉えるため、Ⅱ区よリグリットを基準としたサブト

レンチを設定する。土間のように非常に硬化した面の把

握は容易であるが、部分的であり、それ以外の部分を面

的に捉えることは土質から困難であり、 トレンチの断面

観察を併用して進めることとした。

1月 27日 以降、盛土・整地層は一様な堆積をしてい

るのではなく、土質、盛り方などからいくつかの段階が

認められることが次第に明らかとなる。また、盛土・整

地層上面は水平ではなく、特にⅡ区とⅢ区の間は低くな

っている状況が認められた。

遺物は、中世に比定される土器類が主に検出され、特

にカワラケが目立つ。出上位置は盛土・整地層上面付近

にピークが認められる。

土層断面図等記録を順次行う (写真は 35mmモ ノク

ロ、リバーサル使用。図面は土層断面図 1120、 遺構平
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面図 1/40、 遺構断面図 1/20、 遺跡全林図 11100で作成。

平面図は遣り方、平板使用)。

2月 6日 、当初よりA5～ 7区で確認されていた柱

列状のピット群は、精査の結果、一部ピットではなく盛

上の違いにより誤認していたことが判明し、またこれに

続くと思われた地点からはピットは検出されなかった。

2月 12日、B6区とC6区の境付近、盛土・整地層上

面よリカワラケがやや集中して検出される(第 1号土坑)。

この第 1号土坑は平面では全く把握できず、遺物の集

中、サブトレンチの断面観察により把握できた遺構であ

る。基本的に様々な土質の層面がモザイク状に現れる盛

土・整地層で面的に遺構を捉えるのは難しく、他にも断

面観察や遺物の出土で遺構として捉えたもの (第 2・ 3

号土坑 )、 遺構の窪みに耕作上が残存し色調から平面的

に捉えることが可能であったもの (第 1～ 8号ピット)

という状況があった。また、Ⅲ区では断面で遺構のプラ

ン状にラインが引けたが、周囲の盛土・整地層と土の硬

さが変わらず、半裁したもののプランが全く捉えられず、

盛土 (土塊)単位として理解し、遺構として扱わなかっ

たものもある (写真 41)。

検出された遺構の覆土を手掛かりに、面的な遺構検出

の精査を進めたが、上記以外の遺構は検出されなかった

(3月 9日 まで継続)。

3月 8日 ～ 9日 、旧地形 (台地地山)を探る目的で、

標高がやや高い調査地外にⅣ区、V区を設定。Ⅳ区から

は湿地層と盛土・整地層が、V区からは台地地山に比定

される土層及び盛土整地層がそれぞれ検出された。

3月 10日 ～ 11日 、補足調査、分析用土壌サンプル

採取後、現場撤収作業。調査を終了する。

掘削深度は、基本的に盛土・整地層上面まで。

3月 15日 ～ 17日 、調査区埋め戻し作業。

(調査概要)今回検出された遺構は、中世の盛土 。整地

層以外に、土坑 3基、ピット8基である。遺物は I区よ

り 119点 (カ ワラケ 38、 橘鉢 (在地産、瀬戸美濃系含 )

12、 在地産土鍋類 13、 陶磁器 (輸入磁器、瀬戸美濃系

灰釉陶器・天目。志野)11、 硯 1、 縄文土器 31、 弥生

土器 2、 須恵器 3、 不明土器 2、 剥片 1、 礫 5)、 Ⅱ区

より675点 (カ ワラケ 279、 在地産播鉢 10、 在地産土

鍋類 (瓦質土器含)55、 陶磁器 (輸入磁器、瀬戸美濃

系灰釉陶器 。天目)51、 刀子 1、 鉛玉 1、 砥石 2、 縄

文土器 13、 弥生土器 3、 土師器 2、 須恵器 2、 不明土

器 242、 礫 H、 剥片 1、 瓦 1、 石製模造品 1)、 Ⅲ区よ

り 138点 (カ ワラケ 71、 在地産橋鉢 6、 在地産土鍋類 (瓦

質土器含)6、 陶磁器 (輸入磁器、瀬戸美濃系灰釉陶器・

天日)8、 刀子 1、 古銭 3、 砥石 2、 縄文土器 12、 弥

生土器 6、 土師器 1、 不明土器 18、 礫 1、 土器片錘 1、

球状土錘 2)、 V区より1点 (瀬戸美濃系灰釉陶器)、 第

1号土坑より 57点 (カ ワラケ 39、 在地産梧鉢 1、 在地

産土鍋類 (瓦質土器含)11、 陶器 (瀬戸美濃系灰釉陶器。

天目)2、 古銭 1、 土製品 1、 その他 2)、 第 2号土坑

より2点 (カ ワラケ 1、 在地産悟鉢 1)、 第 3号土坑よ

り2点 (在地産悟鉢 1、 宝麓印塔笠 1)、 第 1号ピット

より7(カ ワラケ)、 第 2号 ピットより 17点 (カ ワラケ

13、 在地産橋鉢 1、 砥石 1、 不明土器 2)、 第 3号ピッ

トより6点 (カ ワラケ 5、 在地産悟鉢 1)、 第 4号ピッ

トより 2点 (カ ワラケ)、 第 7号ピットより6点 (カ ワ

ラケ 3、 瀬戸美濃系灰釉陶器 1、 不明土器 2)、 第 8号

ピットより 1点 (カワラケ)検出されている。

合計 1033点で、そのうち中世に比定される遺物が 666

点、中世土器と思われるが細片のため不明土器としたも

のを加えると 932点 となる。中世の遺物のうち多数を占

めるのがカワラケで 459点 となる。土器類のほとんどが

破片・細片で出土している中で、カワラケのみ完形もし

くは形態の判明する破片で検出されているものが多い。

(整理作業)平成 16年 6月 ～ 10月 、基礎整理作業 (洗浄・

注記・復元・拓本)を断続的に実施。

11月 ～平成 17年 2月 、遺物実測、 トレース、 レイア

ウト検討、版組、原稿執筆、報告書掲載遺物写真撮影等、

報告書刊行までの作業を実施。
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写真 11 調査風景 (木原城址)



遺跡の立地と歴史的環境

美浦村の地形と遺跡の位置 茨城県南部に位置する美浦

村は、 」R土浦駅より南東へ 12 kmほ どの霞ヶ浦に面し

た稲敷台地東端に位置する。村域は約 34平方kmで、そ

の内湖岸平野は約 14平方km、 残りは開析の進んだ段丘

面で構成されている。湖岸平野はいくつかの地形面で区

分 (建設省 1986)さ れ、霞ヶ浦や余郷入千拓地縁辺の

湖岸低地、霞ヶ浦沿いに帯状に広がる湖岸段丘、湖岸段

丘上に点在する砂州からなる。湖岸段丘は台地裾部に発

達する標高 4～ 8m程の上位段丘とその前面に広がる標

高 1.8～ 3m程の下位段丘に分けられ、比高 1～ 2m程

の砂州が段丘上に形成される。湖岸平野に所在する美浦

村の集落立地を見てみると、そのほとんどが高位段丘、

砂州の分布と一致することが理解できる。

木原二本松遺跡は湖岸平野の湖岸段丘のうち、下位段

丘上に位置する。調査前の標高は 3.6～ 3.3m程である。

調査地は畑地として旧地形を留めている場所であるが、

周辺は古くから後背湿地を利用した水田耕作が行われて

おり、また戦後実施された耕地整理により地形の改変を

受けている。調査地最下部からは縄文海進時に形成され

たシル ト層が検出されており (附編参照 )、 またその上

位は基本的に砂層で覆われていることから、縄文海進以

降、たびたび流水等水の影響を受けやすい立地であるこ

とが理解される。

木原城址は、湖岸低地に突出した台地先端部に築かれ

た連郭式の城郭である (写真 3)。 現在の標高は本丸の

最も低いところで 13m程、高所は三ノ丸土塁上が 30m

程を測り、本丸部が最も低いという特徴を有する。この

うち今回の調査地点は先の地形区分では標高 5m程の上

位段丘に位置しているが、調査の結果、湿地であった場

所を盛土していることが判明している。調査地の西側に

広がる低地帯は現在、水田・宅地として利用されている

が、耕地整理前は沼沢地が広がり、工事の際には機械が

沈み込み、難渋したという話が残るほど、深い沼地であ

つたことが窺い知れる。木原城址の西側は、こうした天

然の要害に守られた形となっている。

霞ヶ浦
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江戸崎町



歴史的環境

木原二本松遺跡 霞ヶ浦湖岸段丘上の遺跡の調査、発見

事例は近年増加しつつある。村内に限っても、大須賀津

の岸内遺跡、大山の大輪遺跡の調査事例がある。

岸内遺跡は、大須賀津集落の立地する砂州上から発見

された遺跡で、旧石器時代から奈良 。平安時代の遺構・

遺物が検出されている◇旧石器時代ではナイフ形石器・

剥片等が検出されており、プライマリーな状況での出土

ではないが、遺跡地の下層で粘土化したローム層が認め

られていることから、当時の遺跡立地環境を考察する上

で貴重な調査事例であろう。縄文時代では中・後期の遺

物包含層、古墳時代から奈良・平安時代の竪穴住居跡等

の遺構が検出されている。

大輪遺跡では古墳時代の遺物包含層や古墳時代後期の

堅穴住居跡が検出されており、また調査に伴うものでは

ないが、古墳時代の子持勾玉や奈良・平安時代の遺物も

採集されている。

東隣の桜川村の浮島地区では、霞ケ浦を北に望む砂州

上の宮の脇遺跡外から、竪穴住居跡をはじめ、古墳時代

後期を中心とする多くの遺構 。遺物が検出されている。

特に祭祀に関係すると思われる特殊な遺物の出土が注目

されている。

霞ヶ浦北岸の玉里村でも園部川左岸の砂州上から古墳

時代～奈良・平安時代を中心とした多くの遺跡が確認さ

れている。

霞ヶ浦沿岸の段丘上あるいは砂州上の遺跡は、その

形成時代を概観すると、主に古墳時代にその中心を求め

ることができる。岸内遺跡の旧石器や美浦村大山に所在

した縄文晩期製塩跡の法堂遺跡、同じく桜川村の広畑貝

塚など特殊な事例はあるものの、竪穴住居跡など居住遺

構を伴うようになるのは古墳時代、それも後期に本格化

する様子が伺える。これは当時の自然環境とともに、政

治・社会的な要因も密接に関わることが予想され、当時

の人々の土地利用・開発の背景を探る上で画期となる時

期として注目される。また、現在の集落立地と遺跡がほ

ぼ重なるように存在する点についても、集落景観の形成

上見逃せない事象である。

|  1湖岸低地・谷底平野

鰯 湖岸段丘

■■砂 州

■■段丘

トレーニングセンタ

第 2図 美浦村地形面区分図 (建設省 1986を基に作成)
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木原城址 (発掘調査史)木 原城址に初めて調査の手が

加えられたのは、平成 5・ 6年度に行われた公園整備に

伴う本丸跡の確認調査を晴矢とする。城郭形成以前の遺

構としては、縄文時代から古墳時代の竪穴住居跡や古墳

時代以前に比定される堀跡が検出されている。城郭に伴

う遺構としては、本丸を仕切る堀跡や柱列状のピット群

が検出されている。遺物では鎌倉時代に蜜蝋鋳造された

金銅仏、在地産のカワラケ、橋鉢、土鍋のほかに、輸入

陶磁器、瀬戸美濃系の灰釉陶器、天目茶碗、悟鉢、常滑

産の甕など、16世紀代の遺物が主に出土している。また、

表・裏虎回の土塁断面精査も行われ、土塁が計画的に構

築されている様子が捉えられた。さらに本来は起伏の富

んだ地形であった本丸部を造成し、盛土・整地している

様子が一部ではあるが確認されている。

平成 8年度には手洗い所建設に伴い本丸東側部分で調

査が行われている。この時の調査では地山ローム層上に

粘土・ロームを主体とした土で盛土・整地されている状

況が捉えられ、その整地層上面からピット群が検出され

ている。遺物ではltr蝸 に転用されたカワラケが出土して

いる。

平成 9年度には児童館建設に伴い三ノ丸部が初めて調

査され、地下式坑や堀跡が検出されている。

平成 14年度には駐車場整備に伴いニノ丸部の確認調

査が行われている。埋没谷端部と思われる地点で、縄文

から古代に比定される黒褐色の遺物包含層上に、粘土・

ローム・シル トを主体とした盛土・整地層が検出されて

いる。

これまで行われている調査は、木原城全林からすれば

点の調査に過ぎないが、それでも台地先端部の自然地形

を巧みに利用しつつも、かなり大規模に、築城に伴い地

形改変を加えている様子が伺える。さらに木原城址の場

合、初源的な城郭を核として規模を徐々に拡大した城址

ではなく、綿密な縄張に基づき、計画的に一時期に築城

された城であるという印象をこれまでの調査から強く受

ける。

今回の調査地点は以前から「きぜ郭」(※「きぜ」は字名。

他に「キゼ」、「きせ」と表記。出来は不明◇)と して認

識されていた地点で、地形、地籍からも木原城址の一郭

であることは明瞭である (第 16図 )。

(資料から見た木原城址の歴史と城主・近藤氏)木 原城

あるいは城主に関する文字資料は極めて少なく、直接的

なものは皆無に等しい。

築城に関し、近藤氏の菩提寺である木原の永厳寺寺

伝によれば、永正元 (1504)年、河内郡伊佐部 (現稲

敷郡東町)の城主であった近藤利勝が、その居城が焼失

し「神越之城」へ移るとある。さらに永正 3(1506)年、

「神越村ヲ木原 卜改ム」とある (美浦村史編さん委員会

1994)が、この「神越之城」が現在の木原城址である

かは不明である。一方江戸末期に成立した古文書集「安

得虎子Jの中に信太庄一宮楯縫神社を近藤利勝親子が再

建した際の棟札が掲載されている。これによれば近藤氏

が「当地」に「取立」 られたのは永禄 5(1562)年 と

読める (大竹 1994)。 考古学的には、出土遺物は 16世

紀代のものが中心で、上記の築城年代といずれも大きな

矛盾はないが、今後文書資料を検討する上でも、これま

での調査で蓄積された在地産土器や陶磁器等考古資料の

検討が課題となる。

一方、近藤氏についてその出自には不明な点が多い。

14世紀末に山内上杉氏の被官として信濃国より信太庄

へ入部した土岐原氏は、惣政所として「山内衆Jと言わ

れた信太庄上杉氏の家臣団を統括していた。この山内衆

とは、「臼田・諸岡・近藤 。大越氏ら、信太庄の外から

上杉氏によって配置された武士の一揆的な結合」と考え

られている (東町史編纂委員会 2003)。 土岐原氏と共に

信濃より入部した臼田氏関係の文書 (臼田家文書)には

「近藤」の名が見られるものが散見される。このうち最

も古いと思われる文書が「上杉房顕書状」(康正元 (1455)

～文正元 (1466)年頃)で、近藤越後入道の死亡に動

揺せず、山内衆の結束を呼びかけた文書である。また「上

杉憲房感状」 (大永 3(1523)年 )は、屋代城 (現龍ヶ

崎市)での合戦で、土岐原治頼、近藤八郎二郎らととも

に奮戦した臼田氏への感状である。ここに登場する「近

藤」氏が木原城主の「近藤」氏と同一視できるものか考

察の余地はあるものの、木原城のある信太庄に「近藤」

という武将の足跡が色濃く残されていることには違いな

い。近藤氏の出自について、「信太庄の外」とは臼田氏

と同様に「国外」からの可能性もあるのか、今後の考究

を待ちたい。
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Ⅱ.木原二本松遺跡

遺跡の土層堆積

遺跡を構成する基本的な土層は、調査区西側に局所的

に認められた用水路掘削時の盛土を除けば、大きく4層

に分けられ、土質は砂を主体とする (第 5図 )。

上位より、 Ia層 とした砂質土層は現在の耕作土で、

表土剥ぎで除去した土層である。 Ib層は、色調は Ia

層に近似するが、その性格は異なる。調査区東側で局

所的に認められた層であるが、細砂と粗砂の薄層の互層

からなる層で、流水により堆積した層相を示す。調査区

東壁断面では下位のⅡ層土を浸食するような層相を示し

(写真 2)、 層界は明瞭である。

Ⅱ層は腐植の進んだ黒色系の砂質土で、古墳時代以降

の包含層として捉えられる土層である◇本遺跡で検出さ

れた遺構の掘り込み面は本層中に求められ、遺構覆土は

基本的に本層土を由来とする。Ⅱa・ b層は遺構覆土 (第

1・ 2号溝)と も考えられたが、調査区西壁断面の観察で、

下位のⅢ層を巻き上げるような層相が認められ、水の影

響を受けやすい本遺跡の立地も考慮し、Ⅱc層、遺構覆

土 (第 1・ 2号溝)を浸食する層として捉えた。Ⅱc層

は調査区のほぽ全域に堆積していたと考えられるプライ

マリーな遺物包含層である。

Ⅲ層は基本的に粒子の粗い砂からなる流水下で堆積

した砂層で、主に縄文前期・後期の遺物が検出される。

Ⅲ a層は下位のⅢ c層を浸食するような形で堆積してお

り、乾燥すると崩れやすいサラサラした砂層である。Ⅲ

b層は縄文時代の自然流路跡として捉えた第 4号溝を埋

ミ

ミSフ多考
/ノ

/′

〃
0

ｒ
＝
＝
に
―
―
―
‐
‘‐‐Ｉ
レ

”該
４
義
洪携》

第 3図 調査位置図
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H=3500m

Ⅲc上

第 4図 全体図及び縄文調査区 B(4M)断 面図

積する砂層である。第 4号溝は幅約 9～ 10m程で南西

から北東方向に流下する流路で、縄文調査区 Bの断面

観察で上下 2層 に細分された (第 4図 )。 Ⅲ b上層はⅢ

a層に近似し、やはり乾燥すると崩れやすくなる砂層で

ある。Ⅲ b下層では、流水による堆積と捉えられる砂

質土と砂礫の薄層の互層が観察される (写真 12)。 第 4

号溝の下限は湧水のため確認できていない。また、Ⅲa

層ではⅢ b層 と同様な薄層の互層は確認されなかった

ものの、砂質が近似することから4号溝と同様な自然

流路跡とも考えられる。Ⅲ c層は酸化の進んだ締りのよ

い砂層である。Ⅲ c上層は特に酸化鉄の集積が著しく、

ジョレンでも掘削が困難な程硬くしまっている。Ⅲ c下

層は酸化鉄が認められるもののIc上層程ではなく、色

調もⅢ c上層の赤褐色系ではなく、黄色系を呈する。Ⅲ

c下層には砂礫のブロック層が挟在する。

Ⅳ層は青灰色のシル ト層で、分析の結果、縄文海進時

に形成された海成層であることが判明している (附編参

照)。 Ⅳ層は Al区の深掘部、縄文調査区 Aの一部で確

認している。深堀部で縄文後期土器が出土している。

0                             10m
|

0         2m

―

写真 12 4M断面 (北西より)

ここで遺跡地の土層堆積の変遷をまとめてみたい。

縄文海進の頃、本地点には干潟が広がり、海成層が形成

される (Ⅳ層)。 その後の水面低下で砂の埋積が進み (Ⅲ

c層 )、 定常的に水の流れる環境も出現した (Ⅲ a・ b層 )◇

古墳時代の頃、乾陸による砂層の土壌化が進み (Ⅱ c層 )、

人間活動の痕跡が色濃くなる。平安時代以降、遺構の埋積

が進行し、生活の痕跡が希薄となる。その後たびたび流水

による浸食・堆積を繰り返し (Ⅱ aob層、 Ib層 )、 中世 ?

以降、畑地として土地利用されるようになる (Ia層 )。

Ⅱ c

写真 12 4M
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検出された遺構と遺物

第 1・ 2号溝 (第 7図、写真 1・ 33)関連が強いと思わ

れるので一緒に報告する。

(検出状況と規模)第 1号溝 (lM)は表土剥ざ終了後

に行った層面精査により認められた、溝状に現れた I層

土の範囲と一致することがその後の調査の過程で判明し

ている (第 6図 )。 このことから lMは、Ⅲ層上面では

なく、少なくともⅡc層中以上より掘り込まれた遺構で

あることが理解され、土層断面の観察結果とも整合する

(第 5図 )。

また同じく土層断面の覆土の状況から lMと第 2号

溝 (2M)は 少なくとも同時期に埋積され (第 7図 )、

併走して検出された状況なども考えると同時期に機能し

ていた可能性が想定される。

lM・ 2Mは、北西一南東方向に走条をもち、第 7図

は、 Ⅱ層中で捉えることは色調・土質から困難であった

ため、Ⅲ層上面で把握した形態を記録したものである。

2Mの 幅は 60～ 80cm程で推移し、途中中堤状の高

まりが検出されている。調査区南壁付近で方向を変える

ように途切れているが、本来はつながっていた可能性が

高い。確認できた深さは 10～ 20cm程 で、底は平坦で

はない。底部の標高は西壁側が低く、南壁側との比高差

は 20cm程である◇

lMの 状況は複雑で、第 7図 中の凡例図を参照して

記述する。基本的な幅は 2.8～ 4m程で推移するが、 4

溝の底部標高も③より高い。③の覆土最下部には粘性の

高いシル ト層が堆積しており、層相観察から流水ではな

く、沼地のような溜水環境が想定されたが、土壌分析結

果もこれを裏付けている (附編参照)。

(第 1号清の時期)覆土中検出遺物の主たる所属時期は、

奈良・平安時代に比定されることから、これ以前の所産

と考えられる◇

(第 1号溝の性格)調査中に記録した覚書を基に本溝の

性格について所見をまとめておく。

lMの形態を最終的に確認したⅢ c層は酸化鉄の集

積が認められるが、このことはこのレベルが常に地下水

位の影響を受けている証左で、事実調査中もⅢ c層の高

さで滞水することがあった。このため溝を掘削する目的

のひとつとして地下水位を下げることが考えられる。住

居等の生活跡は見つかっていないが、同様な立地の他

の遺跡では同時期の住居跡等が検出されていることから

(「歴史的環境」参照)、 本遺跡周辺でも生活跡が残され

ていた可能性は高い。水の影響を受けやすい場所での生

活には、その制御は欠かせなかったであろう (調査中の

滞水レベルは、地下水が排水路に流れ込むように、調査

区周囲にトレンチを掘ることによって下がり、以後上昇

することはなかった。)。

さらに水位を下げるだけではなく、溝内に滞水した水

を利用する目的もあったと考えられる。覆土の所見、土

壌分析の結果、溝内には常に水が溜まっていた環境が想

定されている。第 7図凡例図の①のスロープ状の凹地は、

Mの Ⅲ b層 を溝壁とする部分は崩れやすく、周 f
囲より低くなってしまったため、図面ではやや幅

が狭く表現されている。本溝跡は南東端で急激に

幅広な溝から幅 40cm程の溝 (細溝)へと形態を 十

変化させる。トーンで表示した③が lMの W本流‖

と捉えられる部分で、⑤でクランク状に細溝と

連絡する。底の標高は調査区西壁側でやや低く、

南東端との比高差は 7cm程で、高低差の少ない

ほぽ水平な溝である。確認面からの深さは平均

30cm程である。①の部分はスロープ状の凹地で、

南東側から下る形となっている。②は中堤状の高

まりである。④は②より低いテラス状の平坦部で ギ

ある。③のエリアには溝端部や細溝が集中し、細  □ ―I層  鰯 ―I層  ‐ ―Ⅲ層
溝には張出し状の掘込みが認められる。何れの細 第 6図 土層分布略測図 (表土剥後)
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H=3 500rn

H=3500m
― H

O層 :黒褐色ンルト隔 ,しまり良 粘性有
②層:茨責福色砂層:具傷色砂を夏状に含む。しまり良。
③層Ⅲ黒掲色砂質土属 資ヽ褐色砂 淡責灰色砂ノロックを斑よに含む しまり良

⑥雇:茨黄褐色砂層:砂フロックの毒層。
◎層:黒福色ンルト質砂層 :費褐色砂プロックを班状に含む。粘性の高いンルト部を含む。 しまり良

0                              4m

皿む上

第 1・ 2・ 5号溝、第 2・ 3号土坑

刀

第 7図
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※ 図中番号は第 9・ 10図 と一致

第 8図 第 1・ 2号溝遺物分布図

その際に溝へ降りる通路として役割があったのではない

だろうか。②の中堤状の高まりも、水を利用する際の作

業場的な部分か。また、植物珪酸体分析の結果、周辺で

当時稲作が行われていたことが推定されているので、稲

作に関わる施設としても想定されるであろう。

十

● 縄文土器
▼ 土師器
■ 須恵器
○ 他

0                              4m

(遺物の出土状況)奈良 。平安時代の遺物を中心に覆土

中から検出され、そのうちⅡa層の範囲からの出土が多

い。溝の機能を想定させるような有意な出土状況は認め

られなかった。遺物のうち縄文時代のものは溝が掘 り込

まれているⅢ層中からの流れ込みと思われる。遺物の接

合率は低い (第 8図、写真 15)。

Ｂ
５

。

。

名

　

・
２

写真 15 1M遺物出土状況 (南東より)
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(第 1号溝出土遺物 第 9図)出土遺物は縄文前期土器

7点、縄文後期土器 14点、不明縄文土器 7点、弥生土

器 1点、古墳土師器 1点、土師器 47点、不明土師器 41点、

須恵器 57点、不明須恵器 7点、土製品 1点、その他 (礫・

材細片等)77点の合計 260点である。

1は須恵器杯底部。軸輯成形。底部外面には表面が

剥落したような痕跡が顕著で、高台が付けられていた

可能性がある。色調は内外面とも青灰色、胎土には粗い

白色・半透明粒子が目立つ。 2は須恵器郷底部。軸鑢成

形。底部外面は一方向からの箆削り調整。色調は内外面

とも淡緑灰色、胎土は緻密で粗い半透明粒子が若干認め

られる。第 13囲 12と接合する。3は須恵器坪体部破片。

軸櫨成形。色調は内外面とも灰白色、胎土には雲母が目

立つ。 4は須恵器高台付邦底部破片。軸櫨成形。底部外

面回転箆削り調整後、高台を付けている。色調は内外面

とも青灰色、胎土には白色粒子が目立つ。 5は須恵器J7X

蓋破片。軸櫨成形。色調は内外面とも青灰色、胎土には

粗い白色 。半透明粒子が目立つ◇ 6は須恵器盤。軸輯成

形。底部外面は一方向からの箆削り調整。色調は内外面

とも暗灰色、胎土には自色粒子が目立つ。 7は須恵器甕

口縁部破片。色調は内外面とも黒灰色、胎土には雲母が

目立つ。 8は須恵器甕口縁部破片。外面平行叩き日、色

調は内外面とも明灰色、胎土には雲母が目立つ。 9は須

恵器甕口縁部破片。頸部に微隆帯、胴部外面平行叩き日、

胴部と頸部間に形成時の接合痕跡が認められる。色調は

内外面とも緑灰色、胎土には粗い白色・半透明粒子が目

立つ。Alb区 Ⅱ層出± 3片と同一固体 (内 1点接合 )。

10は土師器会口縁部破片。内外面ともヨコナデ調整。

色調は外面暗赤褐色、内面暗橙褐色、胎土には粗い白色

粒子が日立つ。11は土師器甕口縁部破片。内外面とも

ヨコナデ調整。色調は内外面明茶褐色、胎土は緻密で白

色粒子を含む。12は須恵器甕胴部破片。土銅質。外面

平行叩き目。色調内外面暗茶褐色、胎土には白色粒子が

目立つ。13は須恵器甕胴部破片 (底部付近)。 外面に浅

い平行叩き目。色調は内外面明灰色、胎土には雲母が目

立つ。14は須恵器甕胴部破片 (底部付近)。 外面平行叩

き目。色調は内外面とも明灰色、胎土は緻密で目立つ粒

子はほとんど認められない。15～ 21は縄文土器。 15。

16は胎土に繊維を含む前期前半の土器。原体不明。 17

～ 20は加曾利 B式の粗製土器。18は 回縁部下に紐線文、

17・ 19。 20は縄文施文後、半裁竹管による平行沈線の

施文が認められる。21は後期に比定される土器で、原

体は単節 RL。 22は弥生後期土器と思われる破片で、櫛

歯状施文具による波状文が僅かに認められる。23は土

製品で、支脚片と思われる。

(第 2号溝出土遺物 第 10図 24～ 27)出土遺物は縄文

土器 2点、古墳土師器 1点、土師器 4点、須恵器 3点、

その他 (礫・材細片等)18点の合計 28点である。

24は縄文後期加曾利 B式の粗製土器である。縄文施

文後、格子目状に沈線を施す。25は須恵器甕胴部破片。

外面平行叩き目。色調は外面暗灰色、内面緑灰色、胎土

には白色・半透明粒子が目立つ。26は 25と 同一個体。

27は須恵器甕底部付近破片。外面平行叩き目。色調は

外面暗灰色、内面灰褐色、胎土には雲母が目立つ。

第 2号土坑 (第 7図 )

(検出状況と規模)lMの 北側のⅢ層上面より検出。溝

状を伺わせる長楕円形の平面形態を示す。東西方向に長

軸を持ち、210cm程 を測る。幅は最大 50cm、 確認でき

た深さは 5cm程で、底は平である。覆土はⅡ層上の単層。

遺物は検出されていない。

第 3号土坑 (第 7図 )

(検出状況と規模)lMに 近接したⅢ層上面より検出さ

れており、濤の可能性も考えられる。第 2号土坑と同

様な軸方向を有する平面形態と思われ、確認できた深さ

は西端で約 3cm、 調査区東壁断面では 10cm程を確認、

底はほぽ平である。覆土はⅡ層土の単層。

(出上した遺物 第 10図 28)覆土より縄文後期加曾利

B式に比定される土器が 1点のみ検出されている。斜行

する沈線が施文され、かすかに刻み列が認められる。

第 5号溝 (第 7図 )

(検出状況と規模)2Mの 南側でⅢ層上面より検出され

ている。ほぽ南北方向に走条し、確認できた幅は 25crn

程、深さは 12cm程で、断面形態は逆台形状を示す。覆

土はⅡ層土の単層。

(出上した遺物 第 10図 29)覆土より須恵器甕胴部破

片が 1点のみ検出されている。外面に叩き目。色調は

内外面青灰色、胎土には粗い白色粒子が目立つ。
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Ⅷ ′ 26

沈 IⅧゑ
24～ 27(2M)
28(3D), 29(5M)

第 10図 第 2・

0               5cm

5号溝、第 3号土坑出土遺物

第 4・ 6～ 9号 ピット (第 11図、写真 18・ 35)

(検出状況と規模)C・ D-6・ 7区のⅢ層上面で確認

できたピット群。ほぼ 2m間隔に並び、当初建物跡状の

配列が想定され、予想される位置を中心に精査したが、

他には検出されなかった。平面形態はいずれもほぼ円形

である。径と深さは、 4Pが径 60cm・ 深さ 44cm、 6P

が径 70cm・ 深さ 16cm、  7Pが 径 50cm・ 深さ 18cm、

8Pが 径 48cm・ 深 さ 40cm、  9Pが 径 50cm・ 深 さ

34cmを測る。覆土は基本的にⅡ層土。

(出上した遺物 第 12図 6～ 12)6・ 7は 4P覆土よ

り出土。 6は須恵器杯口縁部破片。軸輯成形。色調は内

外面明灰色、胎土には自色粒子が日立つ。 7は土師器甕

胴部破片 (底郡付近)。 外面に縦位の磨き調整。色調は

外面暗茶褐色、内面暗褐色、胎土には白色・半透明粒子、

雲母が日立つ。 4Pか らは他に縄文土器 1点が検出され

ている。

9～ 11は 6P覆土より出土。 9は土師器邦口縁部破

片。軸輯成形。色調は内外面とも暗茶褐色、胎土には赤

色粒子が目立つ。10は土師器甕胴部破片 (底部付近)。

外面に縦位の磨き調整。色調は内外面とも暗赤褐色、胎

土には白色・半透明粒子、雲母が目立つ。 11は管状土錘。

6Pか らは他に古墳土師器 1点、土師器 1点、不明土師

器 3点が検出されている。

8は 7Pの覆土精査中、掘り込んでいるⅢ a層 より出

土。チャート製石鏃。

12は 9P覆土中より出土。カワラケ。底部外面回転

糸切痕。色調は内外面とも橙褐色、胎土には赤色粒子が

認められる。D-5-c tt I層 出± 1片と接合。

図示していないが 8Pか らは土師器 2点が検出されて

いる。

第 1～ 3。 10号 ピット (第 11図、写真 17)

(検出状況と規模)A-6・ 7区のⅢ層上面で確認でき

たピット群。平面形態はいずれもほぼ円形である。径と

深さイま、 lPが径 40cm・ 深さ 20cm、  2Pが径 50cm・

深 さ 24cm、  3Pが 径 36cm・ 深 さ 20cm、 10Pが 径

34cm・ 深さ 20cmを測る。覆土は基本的にⅡ層土。

図示していないが遺物は 2Pよ り不明土師器 2点、

10Pよ り古墳土師器 1点、土師器 1点が検出されている。

写真 16 第 1号溝出上遺物
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第 12図 第 1号土坑、第 3号溝、ピット出上遺物

第 5号ピット (第 11図 )

(検出状況と規模)C-5区 のⅢ層上面で確認できたピ

ット。平面形態は楕円形で、長軸 94cm、 幅約 50cm、

深さ最深 20cmを測る。覆土は基本的にⅡ層土。遺物は

検出されていない。

第 1号上坑 (第 11図 )

(検出状況と規模)C-4区 のⅢ層上面で確認できた

土坑。平面形態はやや歪な楕円形で、長軸 2m、 幅約

70cm、 深さ 20cmを測る。覆土は基本的にⅡ層土。

(出土した遺物 第 12図 1・ 2)1は 縄文前期前半に比

定される土器。胎土に繊維を含む。縄文が施文されてい

るが原林は不明。 2は縄文後期加曾利 B式の粗製土器。

地文縄文で半裁竹管による平行沈線が施文されている。

第 3号溝 (第 11図、写真 36)

(検出状況と規模)D-4区 のⅢ層上面で確認できた溝。

長さ約 2.4m、 幅約 40cm、 深さ約 20を測り、さらに東

方へ続く模様。覆土は基本的にⅡ層土。

(出土した遺物 第 12図 3～ 5)3は 須恵器不口縁部破

片。軸櫨成形。色調は内外面暗灰色、胎土は緻密で白色

粒子が日立つ◇ 4は須恵器郷口縁部破片。軸幡成形。外

面に軸櫨目が強く残る。色調は内外面明灰色、胎土には

自色粒子、雲母が目立つ。 5は須恵器邦口縁部破片。軸

幡成形。やや土師質。色調は内外面灰白色を基調とし、

噂

′′′ガ
転

耐
―――Ｉ
Ｖ

　
⑨

黒灰色部分が認められる。

遺物は他に縄文土器 3点、

検出されている。

写真 17 1～ 3P全景 (北より)

1・ 2 (lD), 3～ 5 (3M)

6・ 7(4P),9～ 11(6P)
8(7P),12(9P)

0                            10cm

胎土には自色粒子が目立つ。

土師器 11点、須恵器 5点が

写真 18 4・ 6～ 8P全景
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遺橋外出土遺物

ここでは調査区 (グリット)毎に調査した包含層出土

遺物について、層位別に報告する。

(I層出土遺物 第 13図 1～ 6)I層 は基本的に表土層

(耕作土)と して除去しているので出土遺物はほとんど

見られないが、D5区 を中心に一部残存していた Ib層

に比定される部分から遺物を検出している。出土遺物は

縄文土器 6点、古墳土師器 1点、土師器 13点、不明土

師器 14点、須恵器 5点、不明須恵器 3点、中世土器 3点、

瓦 ?1点、管状土錘 2点の合計 48点である。

1は縄文後期加曾利 B式に比定される粗製土器。地文

縄文で沈線による格子目状文が見られる。 2は縄文土器

と思われる日縁部破片で、日唇上に竹管による刺突列が

見られる。 3は中世に比定される瓦質土鍋の日縁部破片

である。内外面ヨコナデ調整。胎土には白色粒子が目立

つ。 4は土師器甑底部破片である。色調は橙ItS色、胎土

には白色・半透明粒子、雲母が目立つ。 5・ 6は管状土錘。

(Ⅱ 層出土遺物 第 13図 7～第 14図 )Ⅱ 層からの遺物

出土状況は、第 6図のⅡ層分布とほぽ整合し、特に 4

M(縄文流路)の範囲はⅡ層が全体的に厚く残されてい

たためか、出土分布が 4Mと 一致する傾向が認められ、

I層が残存していた範囲からはほとんど検出されない

(=Ⅱ 層が薄いか流失している範囲)。 一括遺物のよう

な有意な出土状況は認められなかった。出土遺物は縄文

土器 64点、弥生土器 3点、古墳土師器 15点、土師器

130点、不明土師器 36点、須恵器 34点、不明須恵器

7点、球状土錘 3点、管状土錘 5点、刀子 ?1点、中世

土器 1点、近世陶磁器 4点、瓦 ?1点、土製品 1点、礫

1点の合計 356点である。

7は須恵器郷口縁部破片である。軸輯成形。色調は内

外面とも明灰色、胎土には雲母が目立つ。 8は須恵器イ

ロ縁郡破片である。軸幡成形。色調は内外面とも緑灰色、

胎土は緻密で目立つ粒子は認められない。 9は須恵器郷

である。鞘櫨成形。体部下端より屈曲して立ち上がる。

色調は内外面とも青灰色、胎土には白色粒子が目立つ。

10は須恵器杯目縁部破片である。軸櫨成形。色調は内

外面とも明灰色、胎土には自色粒子がやや日立つ。 11

は須恵器郭底部破片で、底部外面に高台痕が認められ

る。軸櫨成形。色調は内外面とも暗灰色、胎土には白色

粒子が目立つ。12は須恵器郷底部破片。軸櫨成形。 1

M出土遺物と接合 (第 10図 2)。 色調は内外面とも淡

緑灰色、胎土は緻密で、粗い白色・半透明粒子が目立つ。

13は須恵器郭底部破片。軸櫨成形。底部外面は一方向

からの箆削り調整。色調は内外面明灰色、胎土には粗い

白色・半透明粒子、雲母が日立つ。14は須恵器郭底部

破片。土師質。韓櫨成形。底部外面に線刻が認められる。

色調は内外面灰白褐色で一部酸化鉄分の付着が認められ

る。胎土には半透明粒子、雲母が日立つ。15は須恵器

郭底部破片。鞭櫨成形。体部下端に箆状工具による沈線

が認められ、底部外面は箆削り調整。色調は内外面暗灰

色、胎土には白色粒子が日立つ。16は須恵器邦底部破

片。軸櫨成形。底部外面は最低 3方向からの箆削り調整。

色調は内外面暗灰色、胎土には白色粒子が日立つ。 17

は須恵器高台付郷底部破片。底部外面調整後高台を付け

る。色調は内外明灰色、胎土には白色粒子、雲母が目立

つ。18は須恵器高台付郭底部破片。底部外面回転箆削

り調整後高台を付ける。色調は内外面暗灰色、胎土には

白色粒子が目立つ。19は 18と 接合。20は須恵器郭蓋

つまみ破片。軸櫨成形。色調は内外面暗灰色、胎土には

白色粒子が目立つ。21は須恵器郭蓋かえり破片。軸櫨

成形。色調内外面暗緑灰色、胎土は緻密で白色粒子が日

立つ◇22は須恵器甕口縁部破片、内外面ヨコナデ調整。

色調は内外面黒灰色、胎土は緻密で白色粒子が目立つ。

23は 22と 同一個体と思われる。胴部外面叩き目。24

は須恵器甕口縁部破片。内外面ヨコナデ調整。色調は外

面灰褐色、内面明灰色、胎土には自色粒子、雲母が目立

つ。25は須恵器甕胴部破片。外面に格子風叩き日、内

面に同心円状当て具痕。色調は外面暗灰色、内面明灰色、

胎土は緻密で黒色粒子が日立つ。26は須恵甕胴部破片。

外面平行叩き目。色調は内外面淡青灰色、胎土には粗

い白色粒子が目立つ。27は須恵器甕胴部破片。土師質。

外面平行叩き目。色調は外面淡緑灰色、内面橙褐色、胎

土には粗い白色・半透明粒子、雲母が日立つ。28は須

恵器甕胴部破片◇外面平行叩き日、内面ヨコナデ調整。

色調は外面明灰色、内面黒灰色、胎土は緻密で雲母が目

立つ。29は須恵器甕胴部破片 (底部付近)。 外面平行叩

き目、内面ヨコナデ調整。色調は内外面暗灰褐色、胎土

は雲母が日立つ。30は土師器甑破片。内外面ナデ調整、
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第 13図  遺構外出土遺物 (I・ I層 )
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外面胴部下端箆削り調整。胎土には粗い白色・半透明粒

子、雲母が目立つ。31は土師器甕口縁郡破片。外面ヨ

コナデ調整。胎土には自色・半透明粒子、雲母が目立つ。

32は土師器甕頸部破片。外面ヨコナデ調整。胎土には

粗い白色・半透明、赤色粒子、雲母が目立つ。33は土

師器甕底部破片。内面ナデ調整。胎土には粗い白色・半

透明粒子が目立つ。34は土師器甕底部破片。底部外面

に平行する 3本の線刻が認められる。胎土には粗い白

色。赤色・半透明粒子が日立つ。35は土師器甕底部破片。

外面胴部下端箆削り調整、底部外面木棄痕。胎上には粗

い自色・半透明粒子が目立つ。36は土師器台付甕 ?脚

部破片。外面縦位削り調整。胎土は緻密、わずかに透明

粒子が日立つ。37は縄文前期前半に比定される胎土に

繊維を含む土器で、原体は直前段合撚 (Rlと Lrの L撚)

と思われる。38～ 47は いずれも縄文後期に比定される

と思われる土器である。38は 日縁部に地文縄文 LR施

文後、横位沈線を施文。39の地文は節の粗い縄文 LR。

40は加曾利 B式に比定される土器で、波状口縁と思わ

れる。日唇下に竹管状施文具による刺突列。41は加曾

利 B式に比定される土器で、斜行する沈線が施文される。

42は地文縄文 LR施文後、沈線による施文。43は半裁

竹管による平行沈線を施文。44は地文縄文 LR施文後、

沈線による格子目文を施文。45。 46は地文縄文施文後、

沈線施文。47は平行沈線が施文される。48～ 50は弥

生土器に比定され、いずれも地文直前段 4条の縄文 LR

を施文。51～ 56は古墳時代に比定されると思われる土

師器である。51は郭口縁部破片。外面箆削り、内面ヨ

コナデ調整。胎土は緻密で、やや半透明粒子が日立つ。

52・ 53は杯目縁部破片。外面口縁部ヨコナデ、体部箆

削り、内面ヨコナデ調整。内外面とも黒彩が認められる。

胎土は緻密で、わずかに白色粒子が目立つ。54は不体

部破片、外面箆削り、内面ヨコナデ調整。内外面とも一

部黒彩が認められる。胎土は緻密で、わずかに自色粒子

が目立つ。55は壺口縁部破片。複合口縁。胎土には白色・

半透明粒子が目立つ。56は甕口縁部破片。内外面ヨコナ

デ調整。胎土には白色粒子が日立つ。57～ 59は球状土

錘。60～ 64は管状土錘。65は刀子と思われる破片。66

は中世に比定される在地産内耳土鍋破片。やや瓦質。胎

土にはやや白色粒子、雲母が目立つ。67は近世の泥面子。

写真 19 Ⅱ層出土遺物

-21-



/

愛

C3a

―

                              幕

Q7倒8嘔
⑬ ③ ② ◎田b   tt c  浙

$61 
本 62 863 064 

Ξ
弾 岳

◎ ◎ ◎ ⑥  I I
E2a    C5b       D3c     C4d                C3c

第 14図 遺構外出土遺物 (Ⅱ層)

0                                 10cm

蒻
静

-22-



(Ш・Ⅳ層出土遺物 第 15図 )Ⅲ層からの出土遺物は、

ほとんど縄文調査区 A・ Bか らの出土による。特に縄文

調査区 B出土遺物は縄文流路跡 (4M)を埋積するⅢ b

層からの出土である。検出された土器の状態は磨滅し、

脆 く崩れやすいものばかりである。また酸化鉄が付着

したものが多く、文様の判別が困難な破片が多数を占め

る。この傾向は本遺跡から出土した縄文土器すべてに当

てはまる。縄文土器を包含するⅢ層自体が流水下で堆積

した土層であるから、検出された遺物は、もともとは別

の場所から流されてきたものであろう。最も可能性が考

えられるのが、本遺跡より南方に位置する台地上の遺跡

で、検出された縄文土器と同一時期の遺跡が確認されて

いる。出土遺物は縄文前期土器 33点、縄文後期土器 27

点、不明縄文土器 56点、石鏃 2点、土師器 6点 (内不

明 2)、 須恵器 3点 (内不明 1)の合計 127点である。

Ⅳ層は Al区の深堀部から、縄文土器 3点 (内後期 2、

不明 1)のみ遺物が検出されている。

68～ 70は縄文前期前半に比定される胎土に繊維を

含む土器。68・ 70は地文縄文 RLを施文、69は原体不

明。71・ 72は縄文前期浮島式に比定される土器。71は

半裁竹管による平行沈線を施文。72は輪積痕を顕著に

残す。73～ 87は 後期加曾利 B式に比定される土器。

73、 83・ 84は精製土器。73は 日縁直下に縄文施文後、

横位沈線施文。83は平行沈線間に対状の刺突が見られ

る。 84イよ磨消縄文で原体は RL。 74～ 82、 85・ 86イま

粗製土器。74は地文縄文施文後斜沈線施文。日縁下に

刻み列、横位の区画沈線施文。 75・ 79・ 81・ 82は地文

縄文施文後、格子目状に沈線施文。76は 口縁下に紐線文、

地文縄文施文後、横位の平行沈線施文。77は 口縁下に

刻み列、横位の区画沈線施文。地文不明、わずかに斜沈

線。78は 日縁下に紐線文、地文無文。80は地文縄文施

文後、横位区画沈線。区画内磨消し、格子目状に沈線施文。

85は地文縄文 RL施文後、斜沈線施文。86は地文縄文

LR。 87はⅣ層から出土した 2片が接合。縄文 RLの磨

消縄文。「J」 字状のモチーフを描く。東方地方のタイプ

の上器か。88はチャー ト製の石鏃。89は硬砂岩製の石鏃。

◆|▲
写真 20 Ⅲ・Ⅳ層出土遺物
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Ⅲ .木原城址

遺跡の上層堆積

木原城址では大きく3つ の調査区に分かれ (I区～Ⅲ

区)、 さらに調査区外に土層確認のためのテス トピット

を二ヶ所 (Ⅳ・V区)を設け、それぞれ土層堆積を確認

している (第 16図 )。 本遺跡は、基本的に湿地を人工

的に盛土・整地して造成された場所であるため、各地区

で異なる土層堆積状況を示しており、土層堆積構造の把

握に際しては、極力細かな盛土単位を捉えるための層相

観察に意を注いでいる。しかしながら調査の結果、細か

い、薄い土層を幾重にも積み重ねた版築状の土層堆積を、

各区間で対応させることは困難であった。このため層位

H "ア   ア
/

＼`
＼宝
/

一２２．‐番地」い「一ィ”

番号については、土質・層相観察などにより捉えられた

細かな土層単位 (以下 「単位層」という)についてはア

ラビア数字を用い、これを各区の土層毎に独自に振って

いる。したがって、同じ層位番号であっても調査区間で

は対応していない。耕作土層 (表土層)や湿地層など対

応可能な土層についても同様に各区固有の層位番号を付

けている。

土層断面図は、 I区では東壁・北壁・南北一東西ベル

ト、Ⅱ区では東壁・南壁・南北一東西ベル ト、Ⅲ区では

東壁・南壁 。南北一東西ベル ト、Ⅳ・V区では東壁・北

壁でそれぞれ記録している。

(盛土・整地層の在り方)先述したように、各区で検出

された盛土・整地層は、それぞれ異なる層相を示すが、

その盛土・整地の方法、順番、由来する盛上の性格 (土質 )

によって、いくつかの盛土・整地層群のまとまりとして

ヽ
＼    ＼

一
　

整

へ↓／

猪＼′と＼＼
＼

第 16図 調査位置図
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捉えることが可能である (以下 「層群」という)。 概念

的に捉えたこの層群は、各区共通して認められる現象で

あるため、対応関係を理解する上で有効であると思われ

る。この層群にはローマ数字を用い、以下にその説明を

加える。

I層群は、耕作土層 (表土層)と して捉えられる各区

とも最上部に堆積する土層である。基本的に現耕作土下

に旧耕作土が見られ、盛土・整地層を覆う。層下部には

盛土・整地層上が耕作等により巻き上げられた、撹乱を

示す層相が認められる。

Ⅱ層群は、人工的な盛土 。整地層で、 I層群下部か

らⅡ層群上部にかけて中世遺物が検出されていることか

ら、境乱を受けているものの、本層群上面がほぽ中世の

生活面として捉えられる。本層群は大きく2つの層群に

分けられ、盛土・整地に使用されている土の出来から、

台地上に由来するもの (Ⅱ =A層群 )、 湿地上に由来する

もの (Ⅱ B層群)に大別される。Ⅱ―A層群はさらに盛

土された順番、方法により 3つ に細別される (Ⅱ―A―a

～ c層群)。

工.A―a層群は、基本的に砂や粘土を薄く交互に積み

重ねた版築状を示す土層や水平方向の土層からなり、最

後に整地を意識して盛られた土層である。本層群が見ら

れる範囲は、Ⅱ層群全体の中でもやや標高が高くなって

おり、二つ上面が土間様にガチガチに硬化している範囲

とほぼ一致する。

Ⅱ―ド b層群は、調査地西端の現在の湿地際にのみ見

られる、最初に盛土されたと考えられる土層である。断

面は土塁状になる。

Ⅱ―A―c層群は、湿地層を直接覆う盛土で、Ⅱ一B層群

とはぼ同時に盛られた土層と考えられる。ⅡAa層群

ほど丁寧な盛り方ではなく、盛土・整地を行うに当たっ

ての基盤整備のための土層と考えられる。

Ⅱ―B層群は、II A―b層群の東側でのみ見られる土層で、

西方向から盛られた様子が伺える。

Ⅲ層群は、盛土・整地される以前に本遺跡地に広がつ

ていた湿地環境を示す自然堆積土層である。いわば本遺

跡の
‖基盤 ‖となる土層。

Ⅳ・V層はV区でのみ確認された台地地山層である。

(盛土・整地層の供給源)Ⅱ A層群を構成|する台地由来

の土層の供給源として、最も蓋然性が高いのは東側背後

に控える木原城址本丸のある台地からである。木原城築

城の際、本丸においても、死角を無くすための塁線の工

夫 (出隅などの横矢)や人工的な急斜面である切岸が造

られていた可能性が高い。一部崩落しているが、現況で

も塁線の形から横矢が存在したことは容易に伺え、また

西側の急斜面は当時の切岸を考紫とさせる。こうした土

工事で排出された土を、盛土・整地に利用したことは位

置関係からしても首肯されるであろう。このことは木原

城築城の縄張計画の中に、当初より本地点の造成が位置

づけられていた証左でもある。また、横矢があったと思

われる塁線に近接して設けたV区では、台地地山層が検

出されているので、造成前には少なくともV区周辺にま

で台地形が存在していたことが明らかとなっている。

ここで各区の上層堆積の概要をまとめる。

(I区  第 19図、写真 6)本地区では 107の 単位層に

分けられる。 I層群に対応するのは 1・ 21・ 22・ 64・

65。 38層 で ある。 Ⅱ―Aa層 群は 2～ 17・ 23～ 61・

91～ 106層、 Ⅱ―Ab層 群は 62'63層、 Ⅱ4-c層群は

18・ 76～ 82・ 107層、 Ⅱ―B層群は 66～ 75層である。

Ⅲ層群は 19。 20。 33～ 87層である。なお、89層は第

2号土坑、90層は第 3号土坑覆上である。

写真 21 Ⅱ区東壁
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I区 Ⅱ層群上面では土間様に硬くなった面は認められ

なかったが、北側を中心に版築状の細かなエーAa層群

が見られる。Ⅱ層群上面として捉えた面の標高値から復

元した等高線図 (第 17図 )を見てみると、東から西へ

標高を減じている様子が伺える。東端と西端の標高差は

約 30cmで、平坦な整地面を示す。

(Ⅱ 区 第 20図、写真 5・ 21・ 40)本地区では 80の単

位層に分けられる。

I層群に対応するのは 1～ 3・ 32・ 66層である。Ⅱ

―Aa層群は 4～ 21・ 33～ 41・ 68～ 80層、 Ⅱ一A一b層

群は 50～ 59層、Ⅱ―Ac層群は 22～ 29。 60～ 62層、

Ⅱ B層 群は 42～ 49層 である◇Ⅲ層群は 30・ 31・ 63

～ 65層である。なお、67層 は第 1号土坑覆土である。

Ⅱ区Ⅱ層群上面では土間様に硬くなった面が A5・ 6

区を中心に認められ、遺構の分布と重なる。また東側を

中心にⅡ―Aa層群が見 られる。Ⅱ層群上面として捉え

た面の標高値から復元した等高線図 (第 17図)を見て

みると、基本的に東から西へ標高を減じているが、Ⅲ区

との間がやや低くなっている様子が伺える。東端と西端

の標高差は約 20cmで、平坦な整地面を示す。

(Ⅲ区 第 21図、写真 22)本地区では 102の 単位層に

分けられる。 I層群に対応するのは 1・ 2・ 20～ 22層

である。Ⅱ―A―a層群は 3～ 14・ 23～ 38。 49～ 91層、

Ⅱ―Ac層群は 15～ 17・ 39～ 45。 92～ 102層 である。

Ⅲ層群は 18。 19・ 46～ 48層である。なお本地区では

Ⅱ―Ab層群、Ⅱ B層群は認められない。

Ⅲ区Ⅱ層群上面では土間様に硬 くなった面が A・

}12、 D12区 を中心に認められ、遺構の分布 と重な

る。また南側を中心にⅡ―Aa層群が見られる。Ⅱ層群

上面として捉えた面の標高値から復元した等高線図 (第

17図 )を見てみると、基本的に南東から北西へ標高を

減じている様子が伺える。南東端と北西端の標高差は約

30cmで、平坦な整地面を示すが、C・ D12区付近に整

地面に一連と観察された凹地が認められる。

(Ⅳ・ V区 第 18図、写真 24)Ⅳ区では 15の土層に分

けられる。 I層群に対応するのは 1・ 2層である。Ⅱ

―Aa層群は 3～ 10層、Ⅱ―A―c層群は 11。 12層である。

Ⅲ層群は 13～ 15層 である。ここでもⅡAb層群、Ⅱ

B層群は認められない。

V区では I層群が 1層、Ⅱ層群が 2・ 3層に対応。Ⅲ

層群は認められず、台地地山Ⅳ・V層が検出されている。

かつて台地形があったと考えられる地点である。Ⅳ層上

面は北西方向に傾斜している。

なお、調査所見から想定される本遺跡地の盛土・整地

の工法については、「Ⅳ 。まとめ」で触れる。

― H=6000m

第 18図 Ⅳ・ V区上層断面図
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写真 25 現標高の高いV区付近から調査地を望む

写真 24 V区東壁
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検出された遺構と遺物

一 I区の遺構と遺物 ―

第 2号土坑 (第 22図、写真 42)

(検出状況と規模)調査区内に設けた南北一東西サブト

レンチの断面観察により検出、平面精査では捉えること

ができなかった遺構である。Ⅱ層群上面から掘り込まれ

たように観察される。覆土は単層で、プロック土を多く

含み、埋め戻されたような層相を示す。しまりに欠け、

炭化物が目立つ土層である (第 19図 89層 )。 覆土とし

て捉えた土層を掘り抜いたが、南側で次第に遺構範囲が

不明瞭となり、図化したプランは最終的に覆土として捉

えられた土を取り除いた姿である。平面形態は精円形で、

長さ約 190cm、 幅 120cm、 深さ 50cm程の最深部をも

つ中段を有する掘り方。

(出土した遺物 第 22図 2～ 4)2は カワラケ破片。軸

櫨成形。色調内外面明褐色、胎土には白色粒子が目立

つ。 3は在地産播鉢破片。卸日は 2本単位。色調は内外

面黒～橙褐色、胎土には自色粒子が目立つ。 4は覆土か

らの出上ではないが、 3と同一個体。 8片が接合、すべ

て Blc区 94層から出土。

第 3号土坑 (第 22図、写真 26)

(検出状況と規模)調査区内に設けた南北―東西サブト

レンチ内からの遺物の出土・断面観察により検出、Ⅱ層

群上面から掘り込まれたように観察される。覆土は単層

(第 19図 90層 )。 確認できた平面形態は楕円形で、長

さ約 100cm、 幅 80cFn、 深さ 25cmを測る。

0             1m

0               5cm
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(出上した遺物 第 22図 1・ 5、 写真 48)1は在地産

括鉢破片。卸日は 3本 ?単位。色調は内外面黒褐色、胎

土には白色粒子が目立つ。5は宝麓印塔笠部。軒上 4段、

隅飾は欠損。上面には径約 5cm、 深さ 2.5cmの柄穴を

穿つ。上下両面に加工痕が残り、下面には砥石として使

用した痕跡が見られる。また微かではあるが軒側面に墨

痕 (図中▲の面)が認められる。砂岩製。

Ⅱ層群出土遺物 (第 23図、写真 46)

(出土状況)I区 からは、 Ⅱ層群上面検出過程で 119点

の遺物が検出されており、そのほとんどが中世に比定さ

れる (詳しくは「I 調査の経過と概要」参照)。 土器類

はすべて破片の状態で、完形品は皆無である。縄文土器

がⅡ B層群の範囲から多く出土する傾向が見られたが、

他には特に有意と思われる出土状況は認められず、調査

区全域からほぼ均質に出土している。

なお遺物の取り上げは、 4mグ リット内に設けた 2m

の小グリットを単位としている。単位層に比定できたも

のはその番号 (ア ラビア数字)で取り上げているが、比

定できなかった場合は層群の番号 (ローマ数字)を用い

ている。最も多い「Ⅱ」としたものはⅡ層群上面もしく

は上面付近から出土したものであることを示している。

遺物図版中層番号の無いのは不明のもの。

(出土遺物)1～ 20は中世に比定される遺物である。

1～ 8はカワラケである。 1は破片からの推定復元。

軸輯成形。底部はやや突出し、体部は内傾気味に立ち上

がる。体部下部に強い稜が見られる。色調内外面淡橙褐

色、胎土にはわずかに自色粒子、雲母が目立つ。 2は半

完形。軸櫨成形 (右回転)。 口径 9.5cm、 底径 4 6cm、 器

高 2.3cm。 体部は底部付近からやや外反して直線的に立

ち上がる。色調は内外面淡橙褐色、胎土には白色粒子が

目立つ。 3は破片からの推定復元。軸櫨成形。体部は直

線的に立ち上がる。色調は内外面橙褐色、胎土には自色

粒子が目立つ。 4は底部破片。軸輯成形 (右回転 )。 体

部下端でやや屈曲し、体部は内傾気味に立ち上がると思

われる。色調は内外面淡黄白色、胎土には赤色粒子が日

立つ。 5は破片からの推定復元。軸櫨成形。底部はやや

突出し、体部は外傾気味に立ち上がる。体部下部に稜が

見られる。色調は内外面淡橙褐色、胎土にはやや自色粒

子が目立つ。 6は破片からの推定復元。軸櫨成形 (右回

転)。 色調内外面淡橙褐色、胎土にはやや自色粒子が目立

つ。 7はほぱ完形。軸櫨成形 (右回転)。 日径 5,9cm、 底

径 3.5cm、 器高 1 7cm。 底部がやや突出し、体部は内傾

気味に立ち上がる。内面口唇付近に微かな細沈線 (輪積

痕 ?)が見られる。色調は内外面明褐色、胎土には白色

粒子が目立つ。 8は破片からの推定復元。軸櫨成形。体

部は外傾気味に立ち上がる。内面口唇付近に微かな細沈

線 (輪積痕 ?)が見られる。色調は内外面暗褐色、胎土

には白色粒子が目立つ。 9～ 13は在地産橋鉢である。

9は 口縁部から底部付近の破片。内面ヨヨナデ調整。卸

目5本単位。色調は内外面淡橙褐色、胎土には白色・赤

色粒子が目立つ。 lo。 11・ 13は 同一個体。10の内面口

唇に指頭による窪み (口か ?)が見られる。卸目は 2本 ?

単位。色調は内外面淡赤褐色、胎土には半透明 。自色粒

子が目立つ。12は瓦質と思われる。色調は外面暗灰褐色、

内面明褐色、胎土には自色粒子・角のない粒子が目立つ。

14は瀬戸・美濃系播鉢破片。確認できる卸目は 7本。内

外面錆釉。断面色調黄白色、胎土は緻密で、わずかに角

のある半透明粒子を含む。15は 白磁碗の破片。外面には

蘇拭 (東岐)の 「後赤壁賦」 (中国宋代)の一節が染付ら

れている。16は瀬戸・美濃系天目茶碗の高台破片。内面

鉄釉、外面錆釉。 17・ 18は瀬戸・美濃系灰釉丸皿破片。

19は景徳鎮窯系青花碗皿類。20は硯破片。粘板岩製。

21は縄文中期後半に比定される土器。地文縄文 RL施

文後、回縁下に横位沈線区画。22は縄文後期前半に比定

される土器。日唇部に沈線、刺突が見られる。23は縄文

後期に比定される土器。櫛歯状文が見られる。24は縄文

晩期に比定される粗製土器。横位の条線文が見られる。

25・ 26は弥生土器に比定され、縄文原体はいずれも附加

条 1種附加 2条 (25は LR+2R、 26は不明)。 27は奈良・

平安須恵器甕胴部破片。土師質。外面に平行叩き目。
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一Ⅱ区の遺構と遺物 ―

第 1号土坑 (第 24図、写真 27・ 28・ 44)

(検出状況と規模)B6区 北サブトレンチ西端、C6区

東サブトレンチ北寄りから完形あるいは大形のカワラケ

が検出され、また B6区 Ⅱ層群上面検出中に同様な遺

物の集中が認められたことから遺構等の存在が予測され

た。遺物の集中する範囲を中心に面的な精査を行ったと

ころ、細かな炭化物が散布し、不鮮明ながら色調的には

やや黒っぽく見えるプランとして捉えることができた。

同時に C6区東サブトレンチ断面でも覆土と 34層上両

(遺構底面)の層界からカワラケが検出されるという状

況を確認している (写真 27)。 覆土は単層でややしまり

に欠ける。周囲のⅡ層群と比べるとやや軟らかいという

程度で、覆土の掘削にはこれを基準として進めた。断面

では色調的に明瞭に見えたプランであるが、平面的に覆

土の掘り下げを進めると、次第に地山となるⅡ層群との

区別がつかなくなる。図化したプランは最終的に覆土と

して捉えられた土を取り除いた姿である。

平面形態は不整楕円形で、長さ約 2.4m、 幅 1.2m、 南

端にピット状の掘り方を持ち、その深さは南側亘層上面

から30cm程を測り、他は深さ 10～ 20cm程度の浅い断

面皿状の掘り方である。南側に接してローム土の貼床状

の範囲が認められる (図中トーン部)。 遺構周囲のⅡ層群

上面からは同様なロームのプロック土が散見され、盛土

の単位層とも考えられるが、面的に一定の規模を持ち、

遺構に接するという状況から、遺構の一部として扱つた◇

(出上した遺物 第 25図、写真 47・ 49)遺物は覆土中検

出のものを含め、遺構周囲のⅡ層群上面から検出された

ものを記録している。また先行して掘削されたサブトレ

ンチ内からの遺物は、土層確認を優先したため遺構確認

前に取り上げている。さらに遺構確認の精査の段階でも

グリット毎に一括で取り上げてしまっているものもある

が、出上位置から本遺構に属すると思われるものは、遺

構に伴う遺物として扱つている。検出された遺物はカワ

ラケを中心に 57点で、すべて中世に比定されると思わ

れる遺物である。

1～ 8はカワラケである。 1は半完形◇軸櫨成形 (右

サブトレ

10

‖=4500m
― a

く
。

◎ 完形カワラケ

oカ ヮラケ
□ 在地産橋鉢類

△ 古銭

● 瀬戸美濃産陶器

■ 礫

▲ 不明上器・他

☆ 土製品

※図中番号は第 25図と一致

0                                2m

第 24図 第 1号上坑
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第 25図 第 1号土坑出土遺物

回転)。 口径推定 10.4cm、 底径 4.7cm、 器高 2.7cm。 底

部はやや突出し、体部下端からやや外反気味に立ち上が

る。体部下部に強い稜が見られる。底部内外面から指頭

による押えが認められる。色調内外面淡橙褐色～暗褐色、

胎土には自色粒子が目立つ。 2は完形。軸櫨成形 (右回

転)。 日径 9.8crn、 底径 4.8cm、 器高 3cm。 底部はやや

突出し、魯部は直線的に立ち上がる。内面底部の体郡立

ち上がり周囲を強く撫で、そのため底部が断面凸状にな

る。内面口唇下に輪積痕と思われる細沈線が認められる。

+C6a8層

001

0                                   10cm

色調内外面淡橙褐色～暗褐色、胎土には自色粒子が目立

つ。 3は一部口縁部が欠けるがほぽ完形。軸幡成形 (右

回転)。 日径 10 1cm、 底径 4.4cm、 器高 2.8cm。 底部は

やや突出し、体部は下端から緩やかに外反しながら立ち

上がる。体部下端に強い稜が見られる。色調内外面淡橙

褐色、胎土には自色粒子が目立つ。 4は完形。軸輯成形

(右回転 )。 口径 10.4cm、 4.8cm、 器高 3.3cm。 底部は

やや突出し、体部は下端から内傾気味に立ち上がる。内

面底部の体部立ち上がり周囲を強く撫で、そのため底部

Ⅱ
蝿

十

十
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が断面凸状になる。色調内外面橙～淡赤褐色、暗褐色、

胎土には半透明・自色粒子が目立つ。 5は 5破片が接合

して半完形。軸櫨成形 (右回転 )。 日径 10.3cm、 底径

4.6cm、 器高 2.8cm。 底部はやや突出し、体部は下端か

らやや内傾気味に立ち上がる。体部下端に強い稜が見ら

れる。底部内外面から指頭による押えが認められる◇内

面に墨痕あり。色調内外面橙褐色、胎土には白色粒子が

日立つ。6は 3片が接合して半完形◇軸輯成形 (右回転)。

口径 9.9cm、 5 5cm、 器高 2.8cm。 底部はやや突出し、

体部は下端からやや内傾気味に立ち上がる。色調は外面

淡橙黄褐色、内面淡褐色、胎土には白色・赤色粒子が目

立つ。 7は 5片が接合して半完形。乾櫨成形 (右回転)。

日径推定 6.4cm、 底径 4.lcm、 器高 1.7cm。 底部はやや

突出し、体部は外反気味に立ち上がる。内面底部に箆状

工具による同心円状の痕跡が残る。色調内外面橙褐色、

胎土にはやや白色粒子、雲母が日立つ。 8は 3片が接合

して半完形。軸櫨成形 (右回転 ?)。 底部はやや突出し、

底部内外面から指頭による押えが認められる。色調内外

面橙褐色、胎土にはやや白色粒子、雲母が目立つ。 9は

在地産播鉢、 3片が接合。卸目は 3本 ?単位。色調は内

外面淡黄褐色～橙褐色、胎土には半透明・白色粒子が目

立つ。loは在地産の瓦質壺・甕類破片。 2片接合◇内

外面箆撫で調整。色調内外面暗茶褐色、胎土には半透明・

1(lP),2-5(2P),6(3P)

白色粒子が目立つ。 11は輸入銭の「元祐通費」 (北宋 。

初鋳 1086年・象書 )。 12は土鈴状の瓦質土製品。指頭

成形。頂部には粘土を摘み上げたような突出部が見られ、

一方向から穿孔されている。その直下内面には絨状の痕

跡が残り、成形時に核としたものの痕跡か。色調は内外

面黒褐色、胎土は緻密でわずかに雲母が目立つ。また図

示はしていないが、炭化した「モモ」の核の破片が覆土

中から出土している。

第 1～ 7号 ピット (第 27図、写真 29・ 43)

(検出状況と規模)A5・ 6区を中心に検出されたピット

群をここで一括して報告する。調査当初よりⅡ層群上面

土間状の硬化面上で確認されていた 1～ 4Pは、覆土の

最上層が I層群下部土に比定され、その色調、土質から

平面的に容易に識別されていた◇柱列状に検出されてい

たので建物もしくは柵列跡ではないかと考え、その続き

が予想される位置を中心に精査を行ったが、新たに 5～

7Pを検出したのみで、期待された遺構とはならなかっ

た◇覆土は基本的に単層で、ややしまりに欠ける覆土で

ある。周囲のⅡ層群と比べるとやや軟らかいという程度

で、覆土の掘削にはこれを基準として進めた。平面的に

覆土の掘り下げを進めると、次第に地山となるⅡ層群と

の区別がつかなくなる。図化したプランは最終的に覆土

0                           10cm

〔¬
卜出土遺物

ｃ
≪
一�Ｎ
Ｖ
∇

孝

へくぶヽ くく
｀

第 26図  ピッ
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H=4500m
一→a

lP

H=4500m
― g

4P

として捉えられた土を取り除いた姿である。

lPの平面形態はほぼ円形で、径 80cm、 深さ 22cm

程を測り、平らな底面を示す。 2Pの平面形態は楕円形

で、長さ 95cm、 幅 60cm、 深さ 34cm程 を測 り、平 ら

な底面を示す。 3Pの平面形態は楕円形で、長さ 88cm、

幅 50cmで、深さ 46cm程の最深郡がある中段を有す

る掘り方。 4Pの平面形態は楕円形で、長さ 90cm、 幅

70cmで、深さ 40cm程 の最深部がある中段を有する掘

り方。 5Pは トレンチで半裁されているが、円形もしく

は楕円形の平面形態になると思われる。深さ 30cm程。

6Pも トレンチで半裁されているが、平面形態は楕円形

と思われる。深さ 30cm程。7Pの平面形態は楕円形で、

長さ 60cm、 幅 40cm、 深さ 35cm程である。

(出上した遺物 第 26図)1は lPよ り出土したカワラ

ケで、破片からの復元。軌櫨成形。体部は下端からやや

内傾気味に立ち上がる。色調外面淡橙褐色、内面淡褐色、

胎土には自色粒子が日立つ。 2～ 5は 2Pよ り出土。 2

はカワラケで、B-7区から出上した破片と接合。軸櫨成

形。内面口縁下に強い稜が見られる。色調内外面淡橙褐

0                 1m

色、胎上に自色・赤色粒子が目立つ。 3はカワラケ破片。

軸櫨成形。体部外面に稜が見られる。色調内外面淡黄褐

色、胎土には白色粒子が日立つ。 4はカワラケ底部破片。

軸櫨成形 (右回転)。 底部はやや突出する。色調内外面

淡橙褐色、胎土には白色・赤色粒子が日立つ。 5は砂岩

製の砥石。 6は 3Pよ り出土した在地産悟鉢底部。やや

瓦質。卸目は 3本単位。色調外面暗褐色、内面淡橙褐色、

胎土には自色 。赤色粒子が目立つ。

(出土点数については「I.調査の経過と概要」参照)。

７Ｐ
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第 27図 第 1～ 7号ピット

写真 29 1～ 7P全景
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Ⅱ層群出土遺物 (第 28・ 29図、写真 30)

(出土状況)Ⅱ 区からは、Ⅱ層群上面検出過程で 675点

の遺物が検出されており、そのほとんどが中世に比定さ

れる (詳 しくは「I 調査の経過と概要」参照 )。 1号

土坑が検出された B6区を中心に、Ⅱ層群上面からカワ

ラケの大形破片がややまとまって検出されたが、他に有

意と思われる出土状況は認められず、調査区全域からほ

ぽ均質に出土している (他調査区に比べ出土点数が多い

のは、I層群がやや厚く残つていたという事情もあるが、

極細片まで検出した作業員に拠るところが大きい)。

なお遺物の取り上げは、 4mグ リット内に設けた 2m

の小グリットを単位としている。単位層に比定できたも

のはその番号 (ア ラビア数字)で取り上げているが、比

定できなかった場合は層群の番号 (ローマ数字)を用い

ている。最も多い「Ⅱ」としたものはⅡ層群上面もしく

は上面付近から出土したものであることを示している。

遺物図版中層番号の無いのは不明のもの。

(出土遺物)1～ 42は中世に比定される遺物である◇

1～ 25はカワラケ (推定復元 )。 1は 5片が接合。軸

櫨成形。体部は下端からやや内傾気味に立ち上がり、内

面に強い輯櫨目が残る。色調内外面橙褐色、胎土には自

色 。赤色粒子が目立つ。 2は 3片が接合。軸幡成形。底

部がやや突出し、体部は下端からほぽ直線的に立ち上

がる。体部下端に稜が見られる。内面口唇下に輪積痕

が認められる。色調内外面淡橙褐色、胎土には半透明・

白色粒子がやや日立つ。 3は半完形。軸櫨成形 (右回

転 )。 内面口唇下に浅い細沈線 (輪積痕 ?)が認められ

る。色調内外面淡褐色、胎土には白色粒子。雲母が目立

つ。 4は 2片が接合。軸櫨成形。体部はやや内傾気味に

立ち上がる。色調内外面暗黄褐色、胎土には半透明 。自

色粒子が目立つ。 5は軸櫨成形。底部はやや突出し、体

部に稜が見られ、直線的に立ち上がる。色調内外面淡橙

褐色、胎土には白色 。赤色粒子がやや目立つ。 6は 2片

が接合し半完形。軸輯成形 (右回転)。 回径 6.4cm、 底

径 3 2cm、 器高 2.lcm。 体部はやや内傾しながら立ち上

がる◇色調内外面淡褐色、胎土には自色粒子が目立つ。

7は輸櫨成形。体部はやや内傾気味に立ち上がる。色

調内外面淡橙褐色、胎土には白色粒子がやや目立つ。 8

は軸輯成形。体部は下半で大きく屈曲し外反気味に立ち

上がる。色調外面淡褐色、内面黒褐色、胎土には白色粒

子が目立つ。 9は 5片が接合、半完形。軸櫨成形。口径

6 4cm、 底径 3.2cm、 器高 1.6cm。 体部はやや内傾気味

に立ち上がる。色調内外面淡橙褐色、胎土には白色粒子

がやや目立つ。10は軸蠣成形。体部はやや内傾気味に

立ち上がる。色調内外面暗褐色、胎土には自色粒子がや

や日立つ。11は軸櫨成形。底部はやや突出し、体部は

やや屈曲する。色調内外面淡黄褐色、胎土には半透明・

白色粒子がやや目立つ。12は軸輯成形。内面口唇下に

浅い細沈線が見られる。色調外面淡褐色、内面黒褐色、

胎土には自色粒子、雲母がやや目立つ。13は軸櫨成形。

日径・底径比の小さい器形。底部が押えのためか薄くな

る。色調内外面暗黄褐色、胎土には赤色粒子が目立つ。

14は軸櫨成形。口唇上に断面凸状の調整痕が見える。

色調内外面淡褐色、胎土には白色粒子が目立つ。15は

6片が接合。軸櫨成形。体部はやや内傾気味に立ち上が

る。色調は内外面淡赤褐色、胎土には自色 。半透明粒子

が目立つ。16は軸櫨成形。底部はやや突出し、体部は

下半で屈曲しながら緩やかに外反して立ち上がる。色調

内外面暗褐色、胎土には自色粒子が目立つ。17は鞘櫨

成形。口唇上から外面口唇下に油煙の付着が認められる。

体部はやや外反気味に立ち上がる。色調外面淡褐色、内

面淡橙褐色、胎土には白色・半透明粒子が目立つ。 18

は 2片が接合。軸櫨成形 (右回転 )。 底部はやや突出す

る。体部は下半でやや屈曲し、直線的に立ち上がる。色

調外面黒褐色と淡橙褐色の斑、内面淡褐色、胎土には白

色粒子がやや日立つ。19は軸櫨成形。体部は内傾気味

に直線的に立ち上がる。輪積痕が認められる。色調内外

面淡黄褐色、覆土には白色・半透明粒子がやや日立つ。

20は軸櫨成形。底部がやや突出し、体部に稜が認めら

れる。色調内外面淡橙褐色、胎土には自色粒子が日立つ。

21は底部破片。軸櫨成形 (右回転)。 色調内外面茶褐色、

胎土には粗い赤色粒子が目立つ。22は底部破片。軸輯

成形 (右回転 )。 底部はやや突出する。色調内外面淡橙

褐色、胎土には自色粒子が目立つ。23は底部破片。軸

幡成形。底部はやや突出する。色調内外面橙褐色、胎土

には赤色粒子、雲母が目立つ。24は底部破片。税輯成

形。内面底部の体部立ち上がり周囲を強く撫で、そのた

め底部が断面凸状に見える。色調内外面淡褐色、胎土に

は自色粒子が目立つ。25は軸輯成形。体部はやや開き

気味に立ち上がる。色調内外面橙褐色、胎土には雲母が
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目立つ。26は在地産瓦質橋鉢で 28と接合する。卸目は

4本単位。色調外面黒褐色、内面淡褐色、胎土には白色

粒子がやや日立つ。27は在地産播鉢。色調外面淡橙褐色、

内面橙褐色、胎土には自色粒子が目立つ。29は画質の

甕類口縁部破片。色調は内外面黒褐色、胎土には白色粒

子、雲母が日立つ。30は瓦質火鉢破片。色調は内外面

黒褐色～淡褐色、胎土には白色粒子が目立つ。31は瓦

質土鍋口縁部破片。内外面ヨコナデ調整。色調は外面黒

灰色～暗灰色の斑、内面黒灰色、胎土には白色粒子が目

立つ。32は青磁皿類の底部破片。削り込み高台 (碁笥底)。

33は瀬戸・美濃系灰釉陶器、袋物類の破片。断面色調

は淡黄色で胎土は緻密。34は 白磁の碗皿類破片。35は

景徳鎮窯系青花の碗皿類底部破片。36は渾洲窯系青花

の碗皿類の日縁部破片。37は景徳鎮窯系青花の碗皿類

口縁部破片。38は瀬戸・美濃系天目茶碗。内外面とも

鉄釉、外面下端のみ錆釉が見られる。39は刀子と思わ

れる破片。40は火縄銃の弾丸と考えられる鉛玉。表面

には鉛に由来する白錆の他に、緑青が観察される。重さ

7.7g。 41は安山岩製の砥石。42は砂岩製の砥石。 I区

第 3号土坑から出土した宝麓印塔笠の砂岩と酷似する。

43は須恵器甕胴郡破片。外面に自然釉が観察される。

外面平行叩き日、内面格子状叩き目。胎土は緻密で、僅

かに自色粒子が日立つ。44～ 50は縄文中期後半から後

期前半に比定される土器。44・ 45は磨消縄文で原体は

RL。 46は 口縁直下に縄文施文。原体不明。47は地文

縄文 LR。 48は地文縄文 RL。 49は口縁直下に地文縄文

LR施文後、横位隆帯貼付。隆帯に沿って荒い沈線施文。

50は縦位沈線区画内に列点文が見られる。51はチャー

ト製縦長剥片。52は剣形石製模造品。滑石製。

，―‐‐■
■

写真 30 Ⅱ区出土遺物
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―Ⅲ区の遺構と遺物 ―

第 8号 ピット (第 30図 )

(検出状況と規模)A12区 Ⅱ層群上面の土間様に硬化し

た範囲から検出されている。覆土は単層で、周囲の硬

化面とは明らかに上の締りが異なることから平面的に確

認できた。平面形態は楕円形で、長さ 94cm、 幅 58cm、

深さ 40cm程を測る。

(出上した遺物 第 30図)1は カワラケで、 8Pか ら出

土した遺物はこの 1点のみである。破片からの推定復元。

軸櫨成形。底部がやや突出し、林部は内傾気味に立ち上

がる。口唇上に油煙が認められる。色調内外面淡橙褐色、

胎土には白色粒子が目立つ。

Ⅱ層群出土遺物 (第 31・ 32図、写真 31 ※30のみV区遺物)

(出土状況)Ⅲ区からは、Ⅱ層群上面検出過程で 138点

の遺物が検出されており、そのほとんどがやはり中世に

比定される (詳しくは「I 調査の経過と概要」が照)。

A-10区 のⅡ層群上面からややまとまってカワラケの完

形品や大形破片 (2・ 7・ 11・ 12)が検出されている他 (写

真 45)、 単独ではあるが本区では完形あるいは形態の判

明する形で出土したカワラケが目立つ。

なお遺物の取り上げは、 4mグ リット内に設けた 2m

の小グリットを単位としている。単位層に比定できたも

のはその番号 (アラビア数字)で取り上げているが、比

定できなかった場合は層群の番号 (ロ ーマ数字)を用い

ている。最も多い「Ⅱ」としたものはⅡ層群上面もしく

は上面付近から出土したものであることを示している。

遺物図版中層番号の無いのは不明のもの。

(出土遺物)1～ 30は中世に比定される遺物である。

1～ 14は カワラケ。1は 8片が接合。軸櫨成形 (右回転 )。

体部は直線的に皿状に大きく傾き、口唇部がやや肥厚す

る。色調外面淡橙褐色、内面暗褐色、胎土には白色粒子

が目立つ。 2は 2片が接合。軸輯成形 (右回転)。 底部

がやや突出し、林部は下端からほぱ直線的に立ち上がる。

色調内外面淡橙褐色、胎土には自色粒子が目立つ。 3

は完形。軸櫨成形 (右回転 )◇ 口径 5 2cm、 底径 3.3cm、

器高 1.5cm。 底部はやや突出し、体部は内傾気味に立ち

上がる。底部外面は押さえにより窪み、底部内面の体部

立ち上がり周囲を撫で、そのため底部断面が凸状になる。

― a

0     2 5cm

―

0                 1m

第 30図  第 8号 ピット及び出土遺物

口唇上に油煙が認められる。色調内外面淡橙褐色、胎土

には半透明・白色粒子が目立つ。 4は 3片が接合。軸櫨

成形 (右回転)。 口径 6.7cm、 底径 2.6cm、 器高 2.4cm。

底部はやや突出し、体部はやや内傾気味に立ち上がる。

色調内外面淡橙褐色、胎土には自色粒子が目立つ。 5は

6片が接合。軸輯成形 (右回転 )。 推定口径 10 6cm、 底

径 4.3cm、 器高 3.4cm。 底部はやや突出し、体部はやや

内傾気味に立ち上がる。内面に軸輯目が強く残る。色

調内外面橙褐色、胎土には白色・赤色粒子が日立つ。 6

は完形。軌輯成形 (右回転)。 口径 8.4cm、 底径 3 7cm、

器高 2 4cm。 体部は下位でやや屈曲し、内傾気味に立ち

上がる。色調は外面淡黄褐色、内面淡灰褐色、胎土は緻

密で、やや自色粒子が日立つ。 7は完形。軸櫨成形 (右

回転 )。 日径 6.3cm、 底径 4.4cm、 器高 1 5cm。 内面口

縁下に輪積痕と思われる浅い細沈線が認められる。色調

内外面淡橙褐色、胎土には赤色・白色粒子が目立つ。 8

は口縁部が一部欠けるが完形。軸櫨成形 (右回転 )。 口

径 6.6cm、 底径 2.7cm、 器高 2 1cm。 底部はやや突出し、

体部はやや内傾気味に立ち上がる。色調内外面淡橙褐

色、胎土には赤色・白色粒子が目立つ。 9は口縁部破片。

軸幡成形。内面口縁部下に輪積痕が認められる。色調外

面淡黄褐色、内面黒褐色、胎土には白色粒子が日立つ。

10は 口縁部破片。軸櫨成形。色調内外面淡橙褐色、胎

土には白色粒子がやや日立つ。11は 3片が接合。軌櫨

成形 (右回転)。 口径 6 1cm、 底径 4 0cm、 器高 1.5cm。

底部はやや突出し、体郡は外反気味に立ち上がる。色調

内外面淡橙褐色、胎土には赤色・白色粒子が目立つ。12

は 2片が接合。軸櫨成形 (右回転 )。 推定口径 7 0cm、

底径 4.lcm、 器高 1.8cm。 底部はやや突出し、体部は外

反気味に立ち上がる。日唇部はやや肥厚する。色調内外

面橙褐色、胎土には半透明・白色粒子が目立つ。13は
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胎土は緻密。22は白磁端反皿破片。23は瀬戸・美濃系

天目茶碗破片。内外面鉄釉。断面色調淡灰色、胎土は緻密。

24は景徳鎮窯系の青花。碁笥底の皿破片。25・ 26は輸

入銭の「洪武通費」 (明・初鋳 1368年 )、「永楽通費」 (明 。

初鋳 1408年 )。 他に 1点 C-11-a区 Ⅱ層群上部か ら古銭

が出土しているが、錆がひどく文字判読不能のため図示

していない。27は刀子と思われる。両端欠損、錆が著

しい。28は安山岩製砥石。29は管状土錘。

30は V区廃土からの瀬戸・美濃系灰釉陶器碗類の底

部破片。内面のみ施釉、高台部無釉。底郡外面に右回転

の糸切り痕が残り、外周部を残し高台を削り出し。

31～ 35は縄文時代の遺物。31～ 34は地文縄文 RL。

35は土器片錘。縄文原体不明。36は古墳時代土師器重

類底部破片。内面に刷毛目調整が見られる。37～ 39は

弥生土器。37は附加条 1種附加 2条 (RL+2L)。 38・

39は直前段多条と思われる LR。 40。 41は古墳時代に

比定される球状土錘。
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鰯
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第32図 Ⅲ区出土遺物②

写真 31 Ⅲ区出土遺物

底部から口縁部の破片。 2片が接合。軸櫨成形。底部

はやや突出し、体部は下半でやや屈曲し直線的に立ち上

がる。色調内外面橙褐色、胎土には白色粒子が目立つ。

14は底部から口縁郡破片。韓櫨成形。体部はやや外反

気味に立ち上がる。色調内外面橙褐色、胎土には半透明。

自色粒子が日立つ。 15は在地産播鉢。 2片が接合。卸

目は 2本単位。色調内外面淡橙褐色、胎土には白色・赤

色粒子が目立つ。 16、 17は同一個体と思われる。在地

産瓦質悟鉢。卸日は 4本単位。色調外面黒～淡褐色、内

面淡橙褐色、胎土には半透明・白色粒子が日立つ。18

は在地産播鉢底部破片。15と 同一個体と思われる。卸

日は 2本単位。色調内外面淡橙褐色、胎上には自色・赤

色粒子が日立つ。19は在地産瓦質橋鉢口縁部破片。色

調内外面暗茶褐色、胎土には半透明・自色粒子が目立つ。

20は在地産壷胴部破片。内外面ヨヨナデ調整。色調内

外面淡褐色、胎土には粗い半透明・白色粒子、赤色粒子、

雲母が目立つ。21は 3片が接合。瀬戸・美濃系鉄釉丸

皿の日縁部破片。内外面鉄釉。断面胎土色調は淡黄白色、

01122層

Clla 50層
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Ⅳ。まとめ

ここでは、本文で十分触れられなかった事項について、

覚書としてまとめる。

木原城址出上のカワラケについて

形態的特徴 検出されたカワラケに共通する属性 とし

て、すべて軸輯により成形され、底部外面に残されてい

た糸切 り痕の観察から、確認できたものは右回転である

ことが判明している。形態的には、大まかに器高のある

碗状の器形 (I群)と器高の低い皿状の器形 (Ⅱ群)に

分けられる。さらに破片か らの推定復元が多く資料的な

制約は否めないが、法量で見てみると、日径が 10cm前

後のもの (A類 )、 8c血 前後のもの (B類 )、 6cm前後

のもの (C類)と 大きく 3法量が見 られる◇ Itt A類

はその形態的特徴か らさらに 3つ に細分される。

・ I ttA l類―第25図 1、 3、 5に代表される。体部下位

に強い稜が見られるタイプである。この稜は軸輯成形時に

意識的に調整されたものと考えられる。体部はやや外反気

味に立ち上がる。底部が高台状にやや突出し、底部内外面

を指頭で押さえるのも特徴である。

・ I ttA 2類―第25図 2、 4に代表される。内面底部の体

部立ち上がり周囲を強く撫で、その結果底部断面が凸状に

なるタイプである。Al類と同様底部が高台状にやや突出

し、体部は下端より直線的に立ち上がる。

・ I ttA 3類―第28図 8、 11、 16、 18に代表される。体部

下位で屈曲するタイプで、口唇部がやや外反する。この夕

イプも底部が高台状にやや突出する。

・ I ttB類―第31図 6に代表される。底部に高台状の突出

は見られず、体部はやや内傾気味に立ち上がる。器壁はほ

ぱ同じ厚さで推移する。

・ I ttC類‐第31図 4、 8に代表される。底径が口径に比べ

て著しく小さなタイプで、底部が高台状にやや突出する。

・Ⅱ群A類―第23図 2、 第31図 1に代表される。体部下端

がやや屈曲し、体部が直線的に立ち上がる。内面底部に朝

幡目が強く残り、底部外面を指頭で軽く押さえる。

・Ⅱ群C類―第31図 11、 12に代表される。体部下端がやや

屈曲し、口唇部がやや肥厚する。軸櫨からの切り離しが、

撚りの粗い糸で行なわれているのも特徴である。

色調と胎土  I tt B類の色調・胎土は他 とは異質な印

象を受ける。色調はやや白っぽく、胎土には粒子をあま

り含まず精製されている。 Ⅱ群 A類は胎土にやや雲母

が目立つようである。C類は全体的に橙褐色で、胎土に

酸化鉄と思われる赤色粒子が目立つ。他は全体的に淡橙

褐色、淡褐色の色調を呈し、粒子を含む胎土である◇

その他の特徴 今回の資料中特に気になった特徴は、内

面口縁部下に認められた輪積痕と思われる浅い細沈線状

の線である。C類に多く見受けられるようであるが、他

の類型でも認められる。断面等の観察の結果、明らかに

粘土の輪積痕と思われ、このことは水びきではなく、原

形を粘土紐で作り、これを軸櫨で成形 。調整したことを

示している。ところでこの微かな沈線状の輪積痕跡は、

軸櫨調整で容易に消すことが可能であるにもかかわら

ず、残されている個体が多い。輪積痕ではなく調整時の

痕跡ではないかと観察できるものもあるが、必ず内面口

縁部下に残されている。二人の癖など単なる偶然とも受

け取れるが、意識的に残す (第 31図 7、 写真 50)、 あ

るいはわざわざ沈線を引く (第 28図 17、 写真 51)と

いった印象を受ける個体もあることから、何らかのメル

クマールと成り得る可能性を含めて、今後注視して資料

を観察して行きたい。

今回は出土資料の中でも形態の判明している個体を中

心に分類を試みた。これに当てはまらない資料も多く、

また木原城址の既掘資料についてはほとんど考慮して

いないため、暫定的なものとなってしまい課題を多く残

す。今後改めて資料の検討を行い、編年を視野に入れた

分類の充実を図りたい。最後に時間的な位置づけである

が、 IttA l類・A2類・Ⅱ群 C類は 1号土坑で共伴し、

付近の同一面上から IttA 3類 も出土している◇また

Ⅲ区で I tt B類 とⅡ群 C類が同一面上から検出されて

いるので、少なくとも前記類型は併存していた可能性が

高い。形態の判明する陶磁器類が少ないため断定は避け

るが、16世紀中葉から後半に比定される瀬戸・美濃系

播鉢、天目茶碗が出土していることから、概ね当該期の

資料として理解しておく。

木原城址の盛土 。整地について

湿地上に造成された木原城址の曲輪の構造について、

主として土木工事の視点からその解釈を試みたい。

盛上位置から見た土層の整理 本文でも触れたように、

盛土・整地層を構成する単位層はその特徴から4つの層

群として整理することが可能である。Ⅱ―Aa層 群は最

終的な整地面を構成する水平薄層を主とする層群で、調
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査地のほぽ全域で確認される。ⅡAb層群は調査地の

西端に線状に分布すると思われる断面土塁状の層群であ

る。ⅡAc層群は湿地層を直接覆う層群で、断面が縦

方向になる高まき状の土層が見られる。Ⅱ B層群はⅡ

Ab層群の東側に帯状に認められる層群で、西側から

土が盛られたような層相を示す。

層群の性格 盛土 。整地が行われる以前の景観は、局所

的な止水域を伴うやや乾陸化した沼沢湿地が広がってい

たことが、古環境分析の結果指摘されている (附編参照)。

それでも地下水位の高い環境には変わりなく、軟弱地盤

上の盛土 。整地の困難さは想像に難くない。盛土を施工

するに際し、むやみに土を入れたわけではない。そこに

は必ず綿密な盛土計画―縄張があり、その範囲を明示し

ていたはずである。その具体的な盛土範囲を最初に示し

たのがⅡ―Ab層群であった可能性が高い。現在地籍図、

地形から曲輪として認識されている範囲の境から検出さ

れている状況 (第 16。 17図)や他の層群との先後関係

からもこれを裏付けることができるであろう。さらにこ

の盛土は押え盛土としての役割も担っていたことが考え

られる。盛土本体のすべり破壊を防ぐため、側面の押え

として盛土本体施工に先行して盛土されたのであろう。

また軟弱地盤上に盛土されたエーAb層群自体の破壊を

防止するため、その補強と捉えられるのがⅡ B層群で

ある。Ⅱ B層群はその層相から現沼沢地側から盛られ

ているのは確実である。また湿地土を由来とするその土

質からもそうした状況が伺える。江戸末期に作成された

村絵図 (写真 4)を見てみると、調査地を画すように水

路が存在したことが伺え、現在も一部水田の区画とし

てその形状を留めている。この水路はその配置から木原

城址の水堀であり、この堀の掘削土を利用したのがⅡ B

層群の実態として考えられる。またこの堀の掘削は、盛

土・整地予定地の地下水位を下げる効果をももたらした

ことであろう。こうした施工条件が整い、盛土・整地層

の基盤であるⅡ―A一c層群が盛土され、その上に水平薄

層のⅡ―Aa層群が仕上げとして造成された。

土木技術から見た木原城址 上記のように調査地では現

在でも用いられている土木技術に通底する工夫が認めら

れ、改めて当時の技術力の高さが窺い知れる。ところで

盛土の不同沈下を防く
｀
技術として、軟弱地盤上に一定期

間盛土を置き、その加重により地盤を強化するという工

第 33図 木原城址本丸裏虎回土塁断面
(木原城址調査団 1996よ リー部加筆)

法がある。調査地に置き換えるとⅢ層群 (軟弱地盤)を

強化するためⅡAc層群あるいはⅡAa層群を一定期間

放置するという図式が見えてくる。ところがそうした途

絶期間を示す痕跡 (自然堆積層)は認められず (※ HAa

層群には、調査当初から途中に盛土の途絶を示す生活面がある

のではないかと観察したが、すべて盛上の単位層に見えてしま

うという事情もあり判然としなかった)、 今のところ連続し

て施工されたものとして捉える。つまり本地点は不同沈

下が生じてもさほど影響のない空間として認識されてい

たという可能性がある。一方、こうした技術を利用して

構築された構造物が木原城址には見られる。それは本丸

裏虎口に位置する土塁である (第 33図 )。 本地点の旧地

形は埋没谷の開田部に当たり、平成 6年度に土塁断面が

精査されている。谷を埋積する自然堆積の土層 A上に、

高まき状に盛土 Bが施され、土塁構築の基盤層となる嵩

上土層として評価されている (木原城址調査団 1996)。

注目されるのは B上 に見られる Cと した薄層で、流水

による堆積を伺わせる層相を示す。調査団でも降雨等に

より堆積したもので、土塁盛土である Dの施工までに途

絶期間があつたと評価している (同前)。 このことは A

の地盤強化のため一定期間 Bが置かれ、その後土塁本体

である Dが構築されたことを暗示している。土塁自体相

当な重さであるため、これを支える基盤層には十分な強

度が求められたことであろう。防御の要である土塁が、

不同沈下が原因で崩壊しては正に致命的である。地形を

巧みに読み、それに見合った技術を駆使するという整然

とした工程がこの事例から読み取れる。

調査中は観察と記録に追われ、後で悩むことの多かっ

た土層堆積である。雑駁ではあるが今後の調査のが考と

するために覚書としてここに留める。
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木原二本松遺跡の自然科学分析

パリノ・サーヴェイlMl

美浦村に所在する木原二本松遺跡は、霞ヶ浦南岸の西

部を構成する沖積低地上に位置する。遺跡の背後に広が

る台地は、常陸台地の南西部を構成する稲敷台地であり、

貝塚ほか編 (2000)では下末吉面に相当する上位台地 A

に対比されている。発掘調査では、縄文時代の頃とされ

る砂で埋積した旧流路 (4M)やその上位に構築された

平安時代以前の溝 (lM)な どが検出され、縄文時代の

遺物包含層および古墳～古代の遺物包含層が確認されて

いる。

本報告では、 4Mお よび lMを対象とした自然科学

分析を行い、各時期の環境について検討する。このうち、

4Mについては、流路最下部を埋積する砂層の珪藻分

析から、流路内の環境を推定し、また、流路の基盤とな

っている砂礫層のさらに下位に認められたシル ト層につ

いて、その形成環境の推定を目的として珪藻分析および

土壌の理化学性の分析を行う。一方、 lMに ついても、

最下部を埋積する黒色土を対象として珪藻分析と土壌の

理化学性の分析を行うことにより、溝内の環境を推定し、

さらに植物珪酸体分析を行うことにより、周辺の環境に

ついても考察する。また、同時に比較対照試料として古

墳～平安時代の遺物包含層とされる調査区内の黒色土層

についても同様の分析を行う。

1.試料

4Mの最下部を埋積する砂層は、発掘調査所見によ

りⅢ b下層とされている。その試料は、縄文調査区 B

の東壁土層断面より採取されている。また、流路基盤の

下部に認められたシル ト層 (Ⅳ層)の試料は、Ala区

深掘部土層断面より採取されている。

lMの最下部を埋積する黒色土層は、発掘調査所見

により⑥層とされている。その試料は AB区 ライン上

に作製された土層断面より採取されている。また、比較

対照試料とした古墳～平安時代の遺物包含層はⅡc層 と

され、その試料は、縄文の流路基盤下部のⅣ層と同様に

Ala区 深掘部土層断面より採取されている。

2.分析方法

(1)珪藻分析

試料を湿重で 7g前後秤量し、過酸化水素水、塩酸処理、

自然沈降法の順に物理 。化学処理を施して、珪藻化石を

濃集する。検鏡に適する濃度まで希釈した後、カバーガ

ラス上に滴下し乾燥させる。乾燥後、プリュウラックス

で封入して、永久プレパラートを作製する。検鏡は、光

学顕微鏡で油浸 600倍あるいは 1000倍で行い、メカニ

カルステージでカバーガラスの任意の測線に沿って走査

し、珪藻殻が半分以上残存するものを対象に 200個林以

上同定・計数する (化石の少ない試料はこの限りではな

い )。 種の同定は、原回ほか (1998)、 Krammer(1992)、

Kran■Iner&Lange― Bertalot(1986,1988,1991a,1991b)、

Witkowski et al(2000)な どを参照する。

同定結果は、海水生種、海～汽水生種、汽水生種、淡

水～汽水生種、淡水生種の順に並べ、その中の各種類

をアルファベット順に並べた一覧表で示す。なお、淡水

生種はさらに細かく生態区分し、塩分・水素イオン濃度

(pH)。 流水に対する適応能についても示す。また、環境

指標種についてはその内容を示す。そして、産出個体数

100個体以上の試料については、産出率 3.0%以上の主

要な種類について、主要珪藻化石群集の層位分布図を作

成する。また、産出化石が現地性か異地性かを判断する

目安として、完形殻の出現率を求める。堆積環境の解析

は、海水～汽水生種については小杉 (1988)、 淡水生種に

ついては安藤 (1990)、 陸生珪藻については伊藤 。堀内

(1991)、 汚濁耐性については、Asai&Watanabe(1995)

の環境指標種を参考とする。

(2)植物珪酸体分析

湿重 5g前後の試料について過酸化水素水・塩酸処理、

沈定法、重液分離法 (ポ リタングステン酸ナ トリウム,

比重 2.5)の 順に物理・化学処理を行い、植物珪酸体を

分離・濃集する。検鏡しやすい濃度に希釈し、カバーガ

ラス上に滴下 。乾燥させる。乾燥後、プリュウラックス

で封入してプレパラー トを作製する。

400倍 の光学顕微鏡下で全面を走査し、その間に出

現するイネ科葉部 (葉身と葉鞘 )の葉部短細胞に由来す

る植物珪酸体 (以下、短細胞珪酸体と呼ぶ )および葉身

機動細胞に由来する植物珪酸林 (以下、機動細胞珪酸体

と呼ぶ )、 およびこれらを含む珪化組織片を近藤・佐瀬
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(1986)の分類に基づいて同定し、計数する。

結果は、検出された種類とその個数の一覧表で示す。

また、検出された植物珪酸体の出現傾向から古植生につ

いて検討するために、植物珪酸体群集を図化する。各種

類の出現率は、短細胞珪酸体と機動細胞珪酸体の珪酸体

毎に、それぞれの総数を基数とする百分率で求める。

(3)上壌理化学分析

理化学性の分析項 目としては、腐植含量、 MI

(Meranic index)、 リン酸吸収係数を選択する◇土壌有

機物、いわゆる腐植は土壌に供給された植物遺体が分

解し、腐植物質といわれる高分子化合物として再合成

されたものであることから、腐植含量は過去の植生被覆

を推定する指標となる。また、MIは、腐植にとって最

も特徴的な波長域における 2波長の比であり、本名・山

本 (1992)は Pgによるスロープが急峻に現れる 450nm

と 520nmの 吸光度比を用いてA型腐植酸とP型腐植酸

を明瞭に判別した。この値を MIと して腐植の質的判定

指標にし、MI=1.70を 境にそれ以下はすべてA型腐植

酸で、それ以上はP型腐植酸に分類している。また、数

多くの分析結果から、MIが 1.7～ 20の場合はほとん

どが B型腐植酸であり、 P型、Rp型のほとんどは 2.0

以上という区分が明瞭にできるとしている。一方、 リ

ン酸吸収係数は、土壌のリン酸固定力の強さを表す係数

である。わが国では火山灰土壌の分布が広いので、この

係数は土壌分類において火山灰土壌と非火山灰土壌を区

別する目安となる。リン酸吸収係数 2000以上は火山灰

土壌、1500～ 2000は火山灰の影響の強い土壌といわ

れ、1000以下の場合は非火山灰土壌が多い (三好ほか

■983)と されるが、ロームや未風化火山灰においては

この範疇には含まれない。

腐植含量はチューリン法 (土壌標準分析・測定法委員

会 ,1986)、 MI(Melanic index)は 腐植簡易分析法 (本名・

山本 ,1992)、 リン酸吸収係数は 2.5%リ ン酸アンモニウ

ム液法 (土壌標準分析・測定法委員会 ,1986)で それぞ

れ行う。以下に各項目の操作工程を示す。

1)試料調製

試料を風乾後、重量を測定 した後、軽 く粉砕 して

2.00mm φのふるいを通過させる (風乾細土 )。 風乾細

土の一部を細かく粉砕し、0.5mm φのふるいを全通さ

せる (粉砕土 )。 風乾細土の水分を加熱減量法 (105℃、

4時間 )により測定する。

2)腐植含量

粉砕± 0。 100～ 0.500gを 100ml三角フラスコに正確

に秤りとり、04Nク ロム酸・硫酸混液 10mlを 正確に

加え、約 200℃の砂浴上で正確に 5分間煮沸する。冷却

後、0.2%フ ェニルアントラエル酸液を指示薬に 0.2N

硫酸第一鉄アンモニウム液で滴定する。滴定値および

加熱減量法で求めた水分量から乾土あたりの有機炭素量

(Org C乾土 %)を求める。これに 1.724を 乗じて腐植含

量 (%)を算出する。

3)Meranic index(MI )

風乾細土約 1,Ogを 50ml容遠心管に入れ、分注器で

0.5%NaOH溶 液約 25mlを加える。遠心管に蓋をしてテ

ープで密封し、室温で 1時間振とうする。振とう終了後、

0。 1%高分子凝集剤溶液 1～ 2滴を加え、よく振り混ぜ

た後、4,000rpm、 15分間の遠心分離で抽出腐植溶液を

得る。得られた抽出腐植溶液の約 lmlを 試験管にとり、

01%NaOH溶液 20mlを分注器で加える (NaOHの 濃度

は約 01%と なる )。 この溶液について、分光光度計に

より450、 520nmの 吸光度を測定する。450nmの 吸光

度が 1を越える場合には、さらに 0。 1%NaOH溶液で希

釈して測定する (測定時間は抽出後、3時間以内 )。 結

果の表示は、MI値 =K450/K520で 示す。

4)リ ン酸吸収係数

乾土として 10.00gに なるように風乾細土試料を遠沈

管にはかり、25%リ ン酸アンモニウム液 (pH7.0)20ml

を加え、時々振 り混ぜながら室温で 24時間放置する。

乾燥ろ紙を用いてろ過し、そのろ液 100 μ lを 50rlllメ

スフラスコに正確にとり、水約 35mlと リン酸発色液

10mlを 加えて定容し、よく振 り混ぜる。発色後 30分

間放置し、420nmで比色定量する。定量された試料中

のリン酸量を 2.5%リ ン酸アンモニウム液 (pH7.0)の リ

ン酸量から差引き、 リン酸吸収係数を求める◇

3.結果

(1)珪藻分析

結果を表 1、 図 1に示す。縄文流路埋積層のⅢ b下層

は珪藻化石の産出が少なかったが、それ以外からは産出

する。完形殻の出現率は、基盤のⅣ層が約 30%と低か

ったが、それ以外は約 50%以上であった。以下に各試
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料の産状を述べる。

Ⅳ層 (流路基盤下部 ):海水生種が 65%と優占し、海

水～汽水生種、汽水生種が 20%前後産出する。産出

種の特徴は、海水付着性の Grammatophora macilenta、

Grammatophora oceanicaが lC1 20%と 多産し、海水砂質

千潟子旨標種群の Dimerogramma minor、 Opephora martyi、

海水泥質千潟指標種群 の Nttzschia granulata、 海水

藻場指標種群 の Cocconeis scutellum、 海水生で底生

の Dip10neis chersonensis、 汽 水 付 着 性 の Rhopatodia

musculus等を伴う。

Ⅲ bT層 (4M埋 積層 ):Grammatophora macilenta、

Opephora mart第 等の海水生種が少量ながら産出する。

Ⅱc層 (古墳～平安時代遺物包含層 ):陸上のコケや土

壌表面など多少の湿 り気を保持した好気的環境に耐性

のある陸生珪藻が全体の約 75%と優占する。その主な

ものは、陸生珪藻の中でも耐乾性の高い陸生珪藻A群 (

伊 藤・ 堀 内,1991)の Hantzschia amphioxys、 Navicula

muHcaが 15-20%と 多産 し、同じく陸生珪藻 A群 の

Neidium alpinum、 Pinnularia borealis等 を伴 う。 また、

水生珪藻としては流水不定性の Dip10neis ovalis、 沼沢湿

地付着生種群の Navicula ciginen� s等が産出する。

⑥層 (lM埋 積層 ):淡水域に生育する水生珪藻が多

産する。淡水性種の生態性 (塩分濃度、水素イオン濃度、

流水に対する適応能 )の特徴は、貧塩不定性種 (少量の

塩分には耐えられる種 )、 真十好アルカリ性種 (pH7.0以

上のアルカリ性水域に最もよく生育する種 )、 流水不定

性種 (流水域にも止水域にも普通に生育する種 )が優占

する。産出種の特徴は、とくに多産するものはなく流水

不定性で沼沢湿地付着生種群のCymbella na� culiformis、

流 水 不 定 性 の Cymbelia SieSaca、 DipiOneis ovalis、

Gomphonema parvulum、 好止水性で沼沢湿地付着生種

群の Cymbella subaequalis、 好止水性で極小水域を好む

Nitzschia sinuata var.deiognei等 が 10%高t後産出●る。

沼沢湿地付着生種群とは、沼よりも浅く水深が lm前

後で一面に水生植物が繁茂している沼沢や更に水深の浅

い湿地で優勢な出現の見られることから、その兵境を指

標することができる種群のことである (安藤, 1990)。

(2)植物珪酸体分析

結果を表 2、 図 2に示す。 lM埋 積層の⑥層では、ヨ

シ属の短細胞珪酸体の産出が目立ち、ネザサ節やススキ

属も多く、イチゴツナギ亜科などが見られる。また、栽

培植物であるイネ属の短細胞珪酸体や機動細胞珪酸体も

認められる。

古墳～平安時代遺物包含層のHc層でも、⑥層と同様

な種類が見られる。ただし、ススキ属の短細胞珪酸体や

ウシクサ族の機動細胞珪酸体がヨシ属とともに多く、ネ

ザサ節の割合が低い。また、稲籾殻に形成されるイネ属

穎珪酸体も認められる。

(3)土壌理化学分析

理化学分析結果を表 3に示す。以下に項目ごとに述べる。

1)腐植含量

流路基盤下部のⅣ層には腐植がほとんど含まれていな

いのに対し、 lM埋 積層の⑥層および古墳～平安時代

遺物包含層のⅡc層では 2%程度の腐植が含まれている

ことが確認される。

2)MI

ある程度の腐植集積量が認められた lM埋積層の⑥

層および古墳～平安時代遺物包含層のⅡc層でA型腐植

酸が生成しており、ほとんど腐植の集積が見られない流

路基盤下部のⅣ層では P型腐植酸が生成されていること

が確認される。

3)リ ン酸吸収係数

いずれの試料も、リン酸吸収係数は 1500以下の値を

示していることから火山灰の影響を強く受けている土壌

とイま考えにくい。

4.考察

(1)基盤下部のⅣ層

流路が形成されている基盤の下部に認められたⅣ層

は、海水生種を主体とした組成であった。これに、Ⅳ層

上面の標高が 2～ 3mであることと遺跡の地理的な位置

を考慮すれば、Ⅳ層はいわゆる縄文海進の時期に形成さ

れた海成層であると考えられる。このことは、土壌理化

学分析結果とも特に矛盾はない。また、本層から干潟指

標種群や汽水生種などが認められていることなどから、

陸域となる以前の干潟の広がっていた時期の堆積物であ

ると推定される。

(2)縄文時代の流路

縄文時代とされた流路基底を埋積するⅢ b下層は、
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珪藻化石がほとんど産出しなかった。珪藻は死後シル ト

粒子以下の微細粒子 と挙動を共にする (小杉 ,1988)こ

とから、砂からなる本層では珪藻化石が堆積せずに下流

側に流下してしまったと考えられる。このように考える

と、本流路には当時、定常的に水が流れていた可能性が

ある。そして、少量ながらも産出した海水生種は、下記

の縄文海進時の海成層に由来すると考えられる。

(3)lM・ Ⅱ c層

lM埋積層とされた⑥層は、沼沢湿地付着生種群を

多く含む流水不定性種が多産したことで特徴付けられ

た。一方、古墳～平安時代の遺物包含層であるⅡ c層は、

Hantzschia amphioxys、 Navicula mudca等 の陸生珪藻の

中でも耐乾性の高い A群が多産することで特徴付けら

れた。また、流水不定性として多産した Dip10neis ovalis

は、好気的環境にも耐性がある (小出 ,1987)こ とか ら

本試料では陸生珪藻として生育していたと考えられる。

溝内の⑥層は、溝周囲のⅡc層が流れ込んだものと考え

ると、⑥層の珪藻化石群集は、溝内の環境を示唆してい

る可能性が高いといえる。 したがって、溝が機能してい

た頃には、溝内に流れはほとんど無かったと考えられ、

水が停滞して沼沢～湿地のような状況を呈していたと考

えられる。

一方、Ⅱ c層 も⑥層と同じようにリン酸吸収係数は

800程度であり、非火山灰性の土壌と判断できる。した

がって、検出された陸生珪藻は、水成堆積後に乾燥した

ことを反映している可能性がある。

また、両試料は同じA型腐植酸が生成しているが、そ

の腐植の集積量に若子の差が確認されている。さらに、

両試料の土性 (粒径区分 )を指頭法によって判断した際

に、⑥層は埴壌土 (CL)、  Ⅱc層 は砂壌土 (SL)で あり、

⑥層において粘土分が多く、 Hc層において砂分が多い

という粒度組成の違いが認められた。これらの違いは、

溝内の埋積土とその由来となった周囲の土壌という堆積

環境の違いに起因すると考えられる。

植物珪酸体の産状では、⑥層とⅡc層 とでは、ほぼ同

様であった。これより、機能していた頃の溝の周囲には

ヨシ属、ネザサ節、ススキ属、イテゴツナギ亜科などが

生育していたと思われる。ヨシ属やコブナグサ属は、湿

潤な場所に生育することが多い。また、ネザサ節は比較

的乾いた、開けた場所に生育することが多い。この点を

考慮すれば、周辺にはヨシ属などが生育する湿潤な場所

やネザサ節などが生育する開けて乾いた場所が存在した

ことがうかがえる。

また、Ⅱc層におけるイネ属の産出から、古墳時代の

頃から周辺で稲作が行われ、⑥層にもイネ属が産出する

ことから、溝が機能していた平安時代の頃も稲作が継続

していたことがうかがえる。これまでの当社の調査では、

本遺跡の東方に位置し、大塚付近から根火付近にかけて

の微高地上に立地する岸内遺跡において古墳時代以降に

遺跡周辺で稲作を含む農耕が行われていたと推定されて

いる。
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木原城址の自然科学分析

パリノ・サーヴェイlMl

美浦村に所在する木原城址は、霞ヶ浦南岸に臨む台地

端部上に位置している。台地は、常陸台地の南西部を構

成する稲敷台地であり、貝塚ほか編 (2000)では下末吉

面に相当する上位台地 Aに対比されている。今回の発

掘調査は、城址北西部分の台地斜面で行われ、築城に関

わる盛土・整地層が確認されている。また、盛土 。整地

層の下位からは、黒色を呈し、植物遺林などを包含する

湿地下の堆積層と考えられる層が検出された。これに類

似する黒色を呈する土層は、盛土・整地層にも認められ

ており、上述の湿地下の堆積物が利用された可能性の有

無が課題の一つとされている。

本報告では、湿地下の堆積層と盛土・整地層の各試料

について、含有される砂粒径の鉱物組成、形成環境を示

す珪藻化石の産状および土壌理化学性の各特性を分析調

査により把握し、各土層間の関係を検討する。また、湿

地下の堆積物については、花粉、植物珪酸体および含有

される微細物とくに種実遺体の各産状を調べ、堆積物形

成時の周辺環境についても考察する。

1.試料

発掘調査区のⅡ区東壁の上層断面では、発掘調査所見

により、上位より I層群からⅢ層群までの分層がされて

いる。I層群は、盛土・整地構築後に堆積した土層とされ、

最上部は現耕作土である。Ⅱ層群は、色調および砂の含

有量などから単位層に細分されており、これが盛土・整

地層とされている。Ⅲ層群は、盛土・整地の下位の自然

堆積層であり、湿地の堆積物と考えられている。上部は

酸化鉄の濃集する層位として分層されており、おそらく

湿地の表層に相当する。Ⅲ層群とⅡ層群との間には間層

は認められておらず、築城時の表層がⅢ層群上面であつ

たとされている。なお、Ⅲ層群上面の標高は約 3.6mで

ある。

この断面からは、湿地堆積物である 31層 と湿地堆積

物に由来する可能性があるとされている黒色土の 18層

からそれぞれ 1点ずつ計 2点の試料が採取された。なお、

か考試料として 31層 中より材片も 1点採取されている。

これは、組織の顕微鏡観察からノブドウ属のツルに同定

された。

Ⅱ区南壁で作製された土層断面では、湿地堆積物に由

来する可能性があるとされているⅡ B層群が確認され

ている。単位層は 42～ 49層 まで分層されている。こ

の断面からは、黒色土の 47層から 1点の試料が採取さ

れた。

さらに、本分析では、これらの比較対照試料として、

I区の西側の木原 221番地から、Ⅲ層群層に対比され

ると考えられる湿地堆積物 1点が採取された。この湿地

堆積物は、その上面が現地表下約 50cm(標高約 3.4m)

にあり、Ⅱ区東壁Ⅲ層群と一連の湿地堆積物と考えられ

ている。

2.分析方法

(1)重軽鉱物分析

上述の 4点の試料を対象とする。分析処理過程を以

下に述べる。

試料約 40gに 水を加え超音波洗浄装置によ り分散、

250メ ッシュの分析舗を用いて水洗し、粒径 1/16mm

以下の粒子を除去する。乾燥の後、舗別し、得られた粒

径 1/4mm lイ 8mmの 砂分をポリタングステン酸ナ トリ

ウム (比重約 2.96に調整)に より重液分離、重鉱物お

よび軽鉱物を偏光顕微鏡下にてそれぞれ 250粒に達す

るまで同定する。重鉱物同定の際、不透明な粒について

は、斜め上方からの落射光下で黒色金属光沢を呈するも

ののみを「不透明鉱物」とする。「不透明鉱物」以外の

不透明粒および変質等で同定の不可能な粒子は「その他」

とする。火山ガラスは、便宜上軽鉱物に入れ、その形態

によリバブル型・中間型・軽石型の 3タイプに分類した。

各型の形態は、バブル型は薄手平板状、中間型は表面に

気泡の少ない厚手平板状あるいは破砕片状などの塊状ガ

ラスであり、軽石型は小気泡を非常に多く持った塊状お

よび気泡の長く伸びた繊維束状のものとする。また、軽

鉱物においても変質等で同定の不可能な粒子は「その他」

とする。

(2)珪藻分析

上述の 4点の試料を対象とする。分析処理過程は、 I

.2.(1)を参照のこと。

(3)花粉分析
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Ⅱ区東壁 31層 の試料 1点を対象とする。分析処理過

程を以下に述べる。

試料約 10gに ついて、水酸化カリウムによる泥化、

舗別、重液 (臭化亜鉛 :比重 2.3)よ る有機物の分離、フ

ッ化水素酸による鉱物質の除去、アセ トリシス (無水酢

酸 9:濃硫酸 1の混合液 )処理による植物遺体中のセル

ロースの分解を行い、物理・化学的処理を施して花粉を

濃集する。残澄をグリセリンで封入してプレパラー トを

作成し、400倍の光学顕微鏡下でプレパラー ト全面を走

査し、出現する全ての種類について同定・計数する。

結果は同定・計数結果の一覧表、および主要花粉化石

群集の層位分布図として表示する。図中の木本花粉は木

本花粉総数を、草本花粉・シダ類胞子は総数から不明花

粉を除いた数をそれぞれ基数として、百分率で出現率を

算出し図示する。

(4)植物珪酸体分析

Ⅱ区東壁 31層の試料 1点を対象とする。分析処理過

程は、 I.2.(2)を 参照のこと。

(5)微細物分析

Ⅱ区東壁 31層の試料 1点を対象とする。分析処理過

程を以下に述べる。

土壌試料 200cc(221.lg)を水に一晩液浸し、試料の泥

化を促す。0.5mmの 舗を通して水洗し残澄をシャーレ

に集め、双眼実体顕微鏡下で観察し、同定可能な果実、

種子などを抽出する。種実の形態的特徴を所有の現生標

本および原色日本植物種子写真図鑑 (石川 ,1994)、  日本

植物種子図鑑 (中 山ほか ,2000)等 と比較し、種類を同

定し、個数を求める◇分析後の種実等は、種類毎にビン

に入れ、70%程度の工タノール溶液による液浸保存処

理を施す。

(6)土壌理化学分析

上述の 4点の試料を対象とする。分析項目および処

理過程は、 I.2.(3)を参照のこと。

3.結果

(1)重軽鉱物分析

分析結果を表 4、 図 3に示す。重鉱物組成は、4点の

試料ともに斜方輝石が最も多く 80%前後を占め、これ

に少量の単斜輝石と不透明鉱物を伴うという組成で類似

する。ただし、Ⅱ区南壁 47層 には、他の試料には微量

あるいは全く含まれない角閃石が、少量ではあるが単斜

輝石よりもやや多く含まれる。

軽鉱物組成では、Ⅱ区の試料 3点 ともに「その他」と

した未分解風化粒子が最も多いが、それを除くと、東壁

31層 では長石が最も多く、少量の軽石型火山ガラスと

石英を伴う組成、東壁 18層 では火山ガラスはほとんど

含まれず、長石より石英の方がやや多い組成、南壁 47

層では火山ガラスが微量含まれ、石英より長石の方がや

や多い組成である。 I区西側木原 221の湿地堆積物は、

長石が 70%ほ どを占め、少量の石英と微量の軽石型火

山ガラスを伴う組成である。

なお、 Ⅱ区東壁 31層 について、舗別された 1,4mm

以上の砂分を実林顕微鏡により観察したところ、少量の

軽石を認めることができた。軽石は、最大径約 lmm、

淡褐灰色を呈し、発泡はやや不良、斜方輝石の斑晶を包

有しているものも認められた。これらの特徴から、この

軽石は、平安時代の天仁元年 (1108年 )に浅間火山より

噴出した浅間 Bテ フラ (As B:新井 ,1979)に 由来すると

考えられる。したがつて、上述のⅡ区東壁 31層軽鉱物

中の軽石型火山ガラスも As Bに 由来する細粒の軽石で

ある。

(2)珪藻分析

分析結果を表 5、 図 4に示す。 Ⅱ区東壁 31層は、貧

塩不定性種、真十好アルカリ性種、流水不定性種が優占

する。とくに多産するものはなく、沼沢湿地付着生種群

の Eunotia pecunalis var.minor、  Navicula eiginensis、  流

水不定性で付着性の Gomphonema parvulum、 陸生珪藻A

群の Hantzschia amphioxys、 Navicula muttca等 が産出す

る◇

Ⅱ区東壁 18層 は、種名生態性不明の Na� cula sp.-1

が 32%と 優占する。 これに次いで、陸生珪藻 A群 の

Navicula mutica、  AmphOra montana、  Pinnularia borealis

等を伴 う。 また、淡水～汽水生の Nttzschia frustulum

var.inconspicuaが 約 15%産 出す る。なお、優 占種の

Navicula sp.-1は 、これまでにも陸生珪藻に伴って産出

することから睦生珪藻の可能性がある。

Ⅱ区南壁 47層の生態性の特徴は、 とくに多産するも

のはなく、好止水性の Fragilaria∞ nstruens、 その変種

の Fragilaria∞nstruens fo.venter、 それに淡水～汽水生

の Fragilaria brevbtriataが 10%前後産出する。
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I区西側木原 221の 湿地堆積物は、淡水～汽水生種

が全体の約 60%を 占め優占する。水素イオン濃度に対

しては、真十好アルカリ性種、流水に対しては真+好止

水性種が優占する。産出種の特徴は、淡水～汽水生で偶

来性浮遊生種の Fragilaria brevistriataが 約 55%と 優占

し、好止水性の Fragilatta construens、 その変種で好汚

濁性種 (Asai&Watanabe,1995)の Fragilaria construens

fo.venter等 を伴うことである。

(3)花粉分析

結果を表 6、 図 5に示す。図表中で複数の種類をハイ

フォンで結んだものは、種類間の区別が困難なものを示

す。なお、木本花粉総数が 100個林未満のものは、統

計的に扱うと結果が歪曲する恐れがあるので、出現した

種類を十で表示するにとどめておく。

花粉化石の保存状態は良好といえず、検出状況もかろ

うじて定量解析が出来る程度の産出である。木本花粉で

はエノキ属―ムクノキ属が多産しする。それ以外ではコ

ナラ属アカガシ亜属、ブドウ属、ウコギ科、イボタノキ

属などを伴うが、いずれも多くは認められない。

草本花粉ではイネ科が最も多く産出し、ヨモギ属、バ

ラ科、ガマ属、カヤツリグサ科、クワ科などを伴う。ま

た、ガマ属の他にもミクリ属、ツリフネソウ属など、水

湿地生植物に由来する花粉が認められる。

(4)植物珪酸体分析

結果を表 7、 図 6に示す。Ⅱ区東壁 31層 では、ネザ

サ節の産出が日立ち、イネ属、ヨシ属、ススキ属などが

認められる。

(5)微細物分析

微細物分析の結果を表 8に示す。木本 5分類群、草

本 16分類群の種実が検出された他に、木の芽、炭化材、

植物のトゲ、昆虫遺骸の破片などが確認される。検出さ

れた種実の遺存状態は比較的良好である。木本類は全て

落葉広葉樹で、多量のニワトコに、ケヤキ、カジノキ属、

ブドウ属、タラノキを伴う。草本類は、栽培植物のイネ

の穎が確認された他、ヘラ本モダカを含むオモダカ科、

イボクサ、ミズアオイ属などの水生植物や、カヤツリグ

サ科、カナムグラ、タデ属、ナデシコ科、ネコノメソウ属、

キジムシロ属―ヘビイチゴ属、オランダイチゴ属、オト

ギリソウ属、セリ科、シロネ属、イヌコウジュ属、ナス

科などが確認された。

以下に、本分析によって得られた種実の形態的特徴な

どを、木本、草本の順に記述する。

<木本 >

。ケヤキ(ZelkOva serrata(Thunb.)MakinO) ニレ科

ケヤキ属

果実が検出された。黒褐色、歪んだ心臓形で背面方向

に湾曲する◇径 4mlll程 度。花柱が嘴状突起状に残る。

基部に円形の暦があり、褐色の繊維が放射状に発達する。

・カジノキ属(BrOussonetia) クワ科

種子が検出された。黄～茶褐色、長方形状広倒卵

形。一側面は狭倒卵形で、他方は稜になって薄い。径

1.5mm程 度。基部に突起を持つ。表面には虎状の微細

な隆起が散在する。

・ブドウ属(Vitis) ブドウ科

種子の破片が検出された。茶褐色。完形ならば広倒卵

形、側面観は半広倒卵形で基部の隣の方に向かつて細く

なり、嘴状に尖る。破片の大きさ 2.5mrl■ 程度。背面に

はさじ状の凹みがある。中央に縦筋が走り、その両脇に

は楕円形の深く窪んだ孔が存在する腹面を欠損する。種

皮は柵状で薄く硬い。

・タラノキ(Aralia elata(Miq.)Seemann) ウコギ科

タラノキ属

核 (内果皮 )が検出された。茶褐色、半円形でやや偏平。

長さ 1.8mm、 幅 13mm程度。腹面はほぼ直線状で、片

端に突起が見られる。背面には数本の浅い溝が走る。表

面はざらつく。

。こニワトコ(Sambucus racemosa Lo subsp. sieboldiana

(Miq.)Hara)ス イカズラ科ニワトヨ属

多量の核 (内果皮 )が検出された。淡～黄褐色、広

倒卵形でやや偏平。基部はやや尖る。長さ 2.5mm、 幅

1.5mm程 度。背面は円みがあり、腹面の中央は縦方向

の鈍稜をなす。腹面下端には小さな孔がある。内果皮は

やや硬く、表面には横級状模様が発達する。

<草本 >

・ヘラオモダカ(Alisma canaliculatum A.Br.et Bouche)

オモダカ科サジオモダカ属

果実が検出された。淡褐色、精円形で偏平、基部は切形。

径 2mm程度。背部に深い縦溝が 1本走る。果皮はスポ

ンジ状で柔らかく、中の種子が透けてみえる。種子は茶

褐色、倒U字状に曲がった円柱状で偏平。径 lmm程度。
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種皮は膜状で薄くやや透き通り柔らかい。表面には微細

な網目があり縦筋が目立つ。

・オモダカ科(Alismataceac)

種子が検出された。茶褐色、倒U字状に曲がった円柱

状で偏平。径 lmm程度。種皮は膜状で薄くやや透き通

り柔らかい。表面には微細な網目があり縦筋が日立つ。

・イネ(Oryza sativa L) イネ科イネ属

穎 (果 )が検出された。淡褐色、長楕円形でやや偏平。

長さ 7mm、 幅 3.5mm、 厚さ lmm程度。基部に円柱状

の特徴的な果実序柄がある。果皮は薄く、表面には顆粒

状突起が規則的に縦列する。

・カヤツリグサ科(Cyperaceac)

果実が検出された◇形態上差異のある複数の種を一

括した。淡～茶褐色。三稜またはレンズ状倒卵條。径

1.52.5mm程度。頂部の柱頭部分がわずかに伸びる。表

面には微細な網目模様がありざらつく。スゲ属 (Carex)

と思われる個体を含む。

・イボクサ(Anellema keisak Hassk。 ) ツユクサ科イ

ボクサ属

種子が検出された。赤みがかった灰褐色で半横長楕円

形。径 2～ 4mm程度。背面は丸みがあり、腹面は平ら。

暦は線形で腹面の正中線上にあり、胚は一側面の浅い円

形の凹みに存在する。種皮は柔らかく、表面は円形の小

孔が多数存在する。

・ミズアオイ属(MonOchoria) ミズアオイ科

種子が検出された。淡褐色、精円体。長さ lmm、 径

0.5mm程度。種皮は薄く透き通り、柔らかい。表面に

は縦に 10本程度の隆起があり、隆起の間には横方向の

密な隆線が配列する。

・カナムグラ(Humulus japonicus Sieb.et Zucc.) ク

ワ科カラハナソウ属

種子が検出された。灰～黒褐色、側面観は円形、上面

観は両凸レンズ形。径 4mm、 厚さ lmm程度。頂部は

やや尖り、縦方向に一周する稜に沿って半分に割れた個

体がみられる。基部には淡黄褐色でハート形の暦点があ

る。種皮は薄く、表面はざらつく。

・タデ属(Polygonum) タデ科

果実が検出された。形態上差異のある複数の種を一

括した。ミゾソバ、ハナタデまたはイヌタデと思われ

る個体がみ られる。 ミゾソバ近似種 (Polygonum cf.

thunbergii Sieb.et Zucc.)の 果実は灰褐色、三稜状広

卵体。長さ 4mln、 径 2.5mm程 度。果皮は薄 く柔 ら

かく、表面は微細な網目模様が発達しざらつく。ハナ

タデまたはイヌタデ (Polygonum caespitosum BIume

subsp.yokusaianunl(� [akino)Danser ― Polygonum

longisetum De Bruyn)の 果実は黒色、丸みのある菱形

で三稜形。長さ 23mm、 径 15mm程度。表面はやや平

滑で光沢が強い。

・ナデシコ科(Caryophyllaceae)

種子が検出された。茶褐色、腎臓状円形でやや偏平。

径 0,7mm程度。基部は凹み、隣がある。種皮は薄く柔

らかい。種皮表面には、磨を取り囲むように瘤状突起が

同心円状に配列する。

・ネコノメソウ属(Chrysosplenium) ユキノシタ科

種子が検出された。黒色、楕円林で両端がやや尖る。

長さ 0,7mm、 径 05mm程度。 1本の太い縦隆条がある。

表面は小突起と大きく不規則な網目模様が縦列し、ざら

つく。

・キジムシロ属―ヘビイチゴ属―オランダイチゴ属

(Potentilla― Duchesnea― Fragaria)  バラ不半

核 (内果皮 )が検出された。淡褐色、腎形でやや偏平。

長さ 09mm、 幅 05mm程度。内果皮は厚く硬く、表面

は微細な網目模様がありざらつく。

・オトギリソウ属(Hypericum) オトギリソウ科

種子が検出された。黒褐色、長楕円体で両端がやや尖

る。長さ 1.lmm、 径 06mm程 度。種皮は微細で横長の

凹点による網目模様が縦列する。

・セリ科(Umbelliferac)

果実が検出された。黄褐色、楕円形でやや偏平。長さ

2.5mm、 幅 1.5mm程度。果皮はスポンジ状で、表面に

は数本の幅広い稜があり、その間に半透明で茶褐色の油

管が配列する。

・シロネ属 (LycOpus) シソ科

果実が検出された。淡褐色、広倒卵三角状三稜形。長

さ2mm、 径 1.5mm程度。基部は切形で、円形の謄がある。

背面は平らで、面の正中線は鈍稜をなす。両側は平らで

翼状。

・イヌコウジュ属(Mosla) シソ科

果実が検出された。茶褐色、倒卵体。径 1.5mm程度。

下端は舌状にわずかに突出する。果皮はやや厚く硬く、
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表面には大きく不規則な網目模様がある。

・ナス科(Solanaceae)

種子が検出された。淡褐色、歪な腎臓形で偏平。径

2mm程度。側面のくびれた部分に暦がある。種皮は薄

く柔らかく、表面には磨を中心として同心円状に星型状

の微細な網目模様が発達する。

(6)土壌理化学分析

理化学分析結果を表 9に示す。以下に項目ごとに述

べる。

1)腐植含量

Ⅱ区東壁 18層、Ⅱ区南壁 47層 については 4%程度の

腐植が含まれる。一方、Ⅱ区東壁 31層 および I区西側

木原 22-1湿地堆積物では著しく多くの腐植が含まれる。

特に、 Ⅱ区東壁 31層では 25%近い腐植量であり、有機

質土に類した特性を有す。

2)MI

Ⅱ区東壁 18層、 Ⅱ区南壁 47層では A型腐植酸が生

成しているが、Ⅱ区東壁 31層 は B型腐植酸、 I区西側

木原 221湿地堆積物は P型 もしくは Rp型の腐植酸が

生成している。

3)リ ン酸吸収係数

各試料ともに、 リン酸吸収係数は 1500以下の値を示

していることから、火山灰の影響を強く受けている土壌

とは考えにくい。

4.考察

(1)盛土・整地層と湿地堆積物との関係について

重軽鉱物分析、珪藻分析、土壌理化学分析を行つた 4

点の試料間で、各分析結果を比較すると、4点間で共通

する特性は、 リン酸吸収係数のみであり、他の特性は、

いずれも比較的明瞭な差異が認められる。したがって、

Ⅱ区東壁 13層やⅡ区南壁 47層が、Ⅱ区東壁 31層 とし

て認識された湿地堆積物に直接由来する可能性は低い。

また同様に、それらが I区西側木原 221の湿地堆積物

に直接由来する可能性も低い◇

Ⅱ区東壁 18層 とⅡ区南壁 47層 との間では、重軽鉱

物組成と珪藻化石群集に違いはあるものの、土壌の理化

学性では類似する点が多い。これらの特性からは、湿地

あるいは池沼の堆積物が乾燥化して土壌化が進行した腐

植質の上壌を、その由来として考えることができる。ま

た、両者の鉱物組成の違いは、土の採掘時に採取された

層位あるいは採取地点の違いに起因する可能性がある。

Ⅱ区東壁 31層 と I区西側木原 22■ の両湿地堆積物

間にも、特に珪藻化石と腐植の形態において明瞭な差異

が認められる。これは、Ⅱ区東壁 31層の方が台地斜面

に近くあり、やや上面の標高が高いという地形的な位置

関係から、一連の湿地内における局地的な環境の違いを

示唆していると考えられる。ここで、上述した盛土・整

地層の由来する土について、珪藻化石群集から見れば、

Ⅱ区南壁 47層 の由来する土層は I区西側木原 221の

ような止水域のある湿地堆積物が土壌化した土層に由来

するということも考えられる。すなわち、調査区周辺域

に広がっていた一連の湿地堆積物は地点によって乾燥化

し、土壌化した範囲が存在し、そのような地点の土が盛

土・整地層の土の一部として利用された可能性がある。

(2)湿地堆積物 (Ⅱ 区東壁 31層 )形成時の環境

珪藻化石群集からは、沼沢湿地の環境が推定されるが、

腐植の形態が B型を示すことから、やや乾燥気味の湿

地であったと言える。ただし、前述のように地点によっ

ては I区西側木原 221で認められたような止水域の分

布もあったと考えられる。

湿地内およびその周辺の植生については、花粉分析か

ら、ガマ属、ミクリ属、ツリフネソウ属などが湿地内に

生育していたと考えられ、ヨシ属などのイネ科やカヤツ

リグサ科、低湿地にも生育する木本類のクマシデ属―ア

サダ属、ニレ属―ケヤキ属などが、湿地およびその周辺

に生育していた可能性がある。ヨシ属については、植物

珪酸体でも認められている。なお、植物珪酸体の産状で

は、開けて乾いた場所に生育することの多いネザサ節の

産出が目立った。ただし、本遺跡の後背には台地が広が

っており、そこに生育していたネザサ節の植物珪酸体が

土壌とともに台地下の湿地に流入していたと思われる。

また、植物珪酸体ではイネ属が検出され、微細物分析

では栽培植物のイネの穎が確認された。このことから当

時の湿地周辺域では稲作が行われていたことが推定され

る。また、ヘラオモダカを含むオモダカ科、イボクサ、

ミズアオイ属などの水生植物の検出は、イネが共に検出

されたことを考慮すると、稲作に随伴する水田雑草に由

来する可能性が考えられる。

一方、花粉化石で検出されたクワ科、バラ科、ヨモギ
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属、種実遺体で検出されたカヤツリグサ科、カナムグラ、

タデ属、ナデシコ科、ネコノメソウ属、キジムシロ属―

ヘビイチゴ属、オランダイチゴ属、オ トギリソウ属、セ

リ科、シロネ属、イヌコウジュ属、ナス科などは、人里

近くに開けた草地を形成する、いわゆる「人里植物」に

属する種類で、集落周辺に生育していたものに由来する

と思われる。

ここで、花粉化石は保存状態が悪いものの、その群集

組成を見ると、木本類ではエノキ属―ムクノキ属の検出

が顕著である。このことから、31層堆積時の周辺にエ

ノキ属―ムクノキ属が生育していたと推測される。この

種群に含まれるエノキは古くから神霊が宿る木とされて

おり、神社の境内や人里 (特に旧街道沿いの一里塚 )な

どに植栽されてきた (寺林 ,1995)。 検出されたエノキ属

―ムクノキ属は、このような個体に由来するのかもしれ

ない。その他では、ヨナラ属アカガシ亜属、ブドウ属、

ウコギ科、イボタノキ属などが検出されている。種実遺

体でもブドウ属やタラノキ (ウ コギ科 )が検出されてい

ることから、これらの種類も周囲に生育していたと考え

られる。

種実遺体で検出された木本類のうち、ケヤキは沢沿い

などの湿った地に自生する高木であり、カジノキ属、タ

ラノキ、多量検出されたニワトコなどの中低木類や、ブ

ドウ属などの籐本類は、伐採地や崩壊地などの明るく開

けた場所に先駆的に侵入する種類である。これらの樹木

は、遺跡周辺の森林や林縁部などの明るく開けた場所に

生育していたものに由来すると思われる。

なお、カジノキ属、ブドウ属、ニワトコは、果実が多

汁で生食が可能である。種実以外の部位の利用としては、

カジノキ属の樹皮は紙や布に利用可能である。セリ科、

ナス科などの一部には、野生品の採取、在来種の栽培、

渡来種の栽培など、種実や種実以外の部位の利用形態が

考えられるが (青葉 ,1991)、 今後種類の細分化が可能に

なれば詳細な検討が可能となる。これらの利用可能な種

類について、今回の分析結果からは人為的干渉の痕跡は

確認されなかったが、今後の出土例の蓄積をし、植物利

用状況などを検討していきたいと考える。
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表1 木原二本松遺跡の遠藻分析結累(1)

表2木原二本松遺跡の植物差酸体分析結果 表3 木原二本松遺跡の上壌理化学分析結果

種  類 試料番号   ⑥層  Hc層
イネ科業部短細胞差酸体
イネ族イネ属      3    5
キビ族チゴザサ属     3

'ケ

亜科ネザサ節    26
タケ亜科        7
ヨシ属        ,01
ウシクサ族コブナゲサ属  5
ウンクサ族ススキ属   88
イテゴツナギ亜科    6
不明キビ型       7e
不明ヒゲシバ型     44
不明ダンテク型     18
イネ科葉身機動細胞珪酸体
イネ族イネ属      9
,ケ重科ネザサ飾    25
,ケ亜科        9
ヨシ属         23
ウンクサ族      25
ンバ属         ―
不明          13

イネ療イネ属           4
タケ亜科ネザサ節        62
タケ亜科            15
ヨシ属              24
ウシクサ族ススキ属        4
イテゴツナギ亜科         6
不明キビ型           

“不明ヒゲンバ型         15
不明ダンチク型         15
イネ科葉身機動細胞珪酸体

(農林省農林水産技術会議監修 1967)に よる。
(2)■ 性 :■壌調査ハンドブック(ベドロジスト懇談会編 1984)
の野外と性による。
SL 砂壕土 (粘上0～ 15X、 シルト0～ 35%、 P/・65～ 35%)
創CL ンルト質埴壊■ (粘■15～ 25"、 シルト45～ 85X、 砂0～ 4t h)
CL 埴嬢■ (粘■lS～ 25男、シルト20～ 45男、砂9～ 65鶉 )
日C 繋埴主(粘■25～ 4SX、 シルト0～ 45%、 砂10～5,X)
HC 重埴■ (粘■45～ 100L、 シルト0～ 55男、砂0～ 55銘 )

表6 木原城 IjLの花粉分析結果

種  類
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試料番号

合
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イネ科葉身機動細胞建酸体 104
総 計

業化組織h
イネ属類避酸体
イネ属短細胞列

表7木原城址の植物避酸体分析結果

イネ族イネ属
タケ亜科ネザサ節
タケ亜科
ヨン属
ウンクサ族
シバ属
不明             6
合  計
イネ科業部短細胞整酸体    159
イネ科葉身機動細胞送醸体   164
総 計            323
遊化組織片
イネ属類整酸体         1
イネ属短細胞列         3

合 計

木本花粉

草本花粉

不明花粉
シダ類胞子

木原城址の重経鉱物分析結果

表8 木原城址の微細物分析結果
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表9 木原城址の上壌理化学分析結果
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表5木原貌lltの建藻分析結果(1)
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出現率は、イネ科業部短細胞珪酸体、イネ科葉身機動細胞珪酸体の総数を基数として百分率で算出した。

なお、●は1%未満の種類を示す。また、建化組織片の産状を半で示す。

園 4 木原城址試料の主要建藻1ヒ石群集の層位分布       

―

海水―汽水―淡水生種座出率 各種産出率 完形般産出率は全体基数、渋水生種の生態性の上率は渋水生種の合計を基数として百分車で算出した。

いずれも,∞ 個体以上検出された試料について示す。なお、0は 0%未蒲、十は100個体未満の試料について検出した種類を示す。

目整 とヨ
   拿 昆 ζ

g!  ! :     
ζ 邑を登! 盲奪

Ⅲ弓|卜

'卜

‖.lrl.詩|.昨 .||,「 |

ウン″″膨⇒殊整寡嚇鵬口旧Ｈ」旧Ｈ‐‐．

引
特
ｒ

ヨン属」【‐‐】げ‐」

タ
ケ
亜
科
」
‐
‐
‐
」
―
―
＝
．

呼
鰯
騨
翻
‐ＩＬ
‐――
‐‐―
‐‐‐。

化組織片の産状

O    Stl   iOO%        ●10個未満

―
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出現率は、イネ科業部短細胞避酸体、イネ科葉身機動細胞珪酸体の総数を基数として百分率で算出した。

なお、0は1%未満の種類を示す。また、進化組織片の産状を*で示す。

図 5 木原城址試料の花粉化石群集
出現率は、木本花粉は木本花粉化石総数、草本花粉・シゲ類胞子は総数より不明花粉を
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写真図版

写真 33

写真 32
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=====

写真 32～36木原二本松遺跡、 37・ 38木原城址

32・ 調査地近景 (南より)、 33・ lM覆土断面 (南東より)

34・ 縄文調査区B(4M)遺物出土状況 (北より)
35・ 4P覆土断面、36・ 3M全景 (西より)

37・ 調査地近景 (本丸より)、 38・ I区全景 (西より)

写真 37
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写真 43

写真39～45木原城址

39・ Ⅲ区全景 (西より)

40。 I区南壁西端

41・ Ⅲ区NSベル ト断面 (西より)
42・ 2D覆土断面 (北より)

43・ 2P覆土断面 (北西より)

44・ lD遺物出土状況 (東より)

45・ A-10区遺物出土状況 (北東より)
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写真 46 木原城址 I区出土遺物

写真 47 木原城址 lD出土遺物
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写真 48 木原城址 3D出土宝筐印塔笠

D出土土製品 (外面・内面 )
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写真 49 木原城址 1
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・網野善彦「第六章 常陸国信太荘」『中世東寺と東寺領荘園』東京大学出版会 (1978)
。江戸崎町史編さん委員会「三 中世の江戸崎」『江戸崎町史』江戸崎町 (1993)
。東町史編纂委員会「第二編 中世」『東町史通史編』東町 (2003)
。東町史編纂委員会「中世」 F東町史史料編 古代・中世』東町 (1998)
・田辺昭三「須恵器大成」角川書店 (1981)

。中村浩「考古学ライブラリー 5 須恵器」ニュー・サイエンス社 (1980)
・卸総南文化財センター「下太田貝塚」茂原市教育委員会 (2003)

。帥斎藤報恩会「宝ヶ峯」 (1991)

・山内清男「日本先史土器の縄紋」示人社 (1997)

・千田嘉博他「城館調査ハンドブック」新人物往来社 (1993)

・斎木勝「関東型式宝筐印塔の研究」『千葉県文化財センター研究紀要10』 闘千葉県文化財センター (1986)

・藤澤良祐「瀬戸大窯発掘調査報告J『瀬戸市歴史民俗資料館研究紀要V』 瀬戸市歴史民俗資料館 (1986)
。村上哲見他「鑑賞中国の古典第21巻 蘇賦・陸済」角川書店 (1989)
・鴨田浩司「第 3章 出土遺物について」『千葉県文化財センター研究紀要20 中近世城館跡の構造と特質―重要遺跡確認調査の成
果と課題 3-』 側千葉県文化財センター (2000)

・服部実喜「戦国都市小田原と北条領国の土師質土器」『中近世土器の基礎研究XⅣ』日本中世土器研究会 (1999)
・服部実喜「かわらけ」『戦国時代の考古学』高志書院 (2003)

・桃崎祐輔「筑波山麓における戦国の風景」『戦国時代の考古学』高志書院 (2003)

・坂詰秀―「考古学ライブラリー45 出土渡来銭―中世一」ニュー・サイエンス社 (1986)
。国立歴史民俗博物館「お金の玉手箱一銭貨の列島2000年史一」tVO歴史民俗博物館振興会 (1997)

。盛土の調査・設計から施工まで編集委員会「現場技術者のための土と基礎シリーズ4 盛土の調査・設計から施工まで」側土質工
学会 (1981)
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フ リ ガ  ナ
所収遺跡名

フ リガ ナ

所在地

コー ド

】ヒね皐 東経 調査期間 調査面積 調査原因

市町村 遺跡番号

木原二本松

遺跡

〕
原

ル
郡

ラ
木

碁
敷

ガ
字

を
稲

材
大

″
靭

一
鋼

1274番地

084425

054

36度

01分

24秒

140度

18分

02秒

20031120

20031226

500�

県営ほ場整備

事業に伴う調

査

木原城址

茨城県稲敷郡

美浦村大字木原

17211番地外

073

36度

01分

15秒

140度

17ぢ歩

19秒

20040122

20040311

600∬

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

木原二本松

遺跡

包蔵

地

縄文時代

古墳～

奈良・平安

時代

流路跡 前期・後期土器、石鏃 縄文海進以降の流路検出。

古葉境分析実施。
溝跡 4、 土坑 3、

ピット10

土師器、須恵器、球状土錘、

管状土錘

木原城址 城跡 中世 盛土整地層、土坑 3、

ピット8

かわらけ、すり鉢、土鍋、

陶磁器、古銭、砥石、宝筐

印塔笠、鉛玉

湿地を埋め立て曲輪を構

築。

古環境分析実施。
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